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「
聴

く

」

こ
と

の
理
論

と
方
法

社
会
現
象
の
解
釈
学
的
探
究

武

井

寿

一

序

一
九

八
〇

年

代

以
降

、

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

に

お
け

る
消

費

者

行

動

研

究

は
、

心

理
学

研

究

を
基

礎

と

し
自

然

科

学

的
方

法

を

模
範

と

し
た
行

動

主

義

を
脱

し

て
、

新

た
な

理
論

的

パ

ラ
ダ

イ

ム
を
追

求

し

て
き

た
。

そ

れ
は

〉
」
≦
律
0
7
Φ
=

ら

に
よ

る

〈
〉
い
ω

(<
餌
憎

二
Φ

9
巳

=

hΦ
磐
鷺
Φ
)
調

査

に
関

連

し

た

さ

ま

ざ

ま
な

学

問

分

野

に

お

け

る

パ

ラ

ダ

イ

ム

・
シ

フ
ト

と

呼

べ

る

近

年

の
動

向

を

反

　
　

　

映

し
、

可
視

的

行

動

の
み
な

ら
ず

消

費

者

の
内

面

に
目

を
向

け
、

エ
モ
ー

シ

ョ
ン
、

価

値

、

あ

る

い
は
意

味

を
参

与

的

観

察

や

エ
ン

パ

シ
ー

(感

情

移

入
)

な

ど

の
方

法

に
よ

っ
て
解

釈
学

的

に
理
解

し

よ
う

と

す

る
特

色

が
あ

る
。

そ

れ

ゆ

え

こ
れ

を
消
費

者

行

動

へ

の

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ス
テ

ィ

ッ
ク

・
ア
プ

ロ
ー

チ

(人

間

中

心

主

義

的

研

究

)

と
称

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

わ

れ

わ

れ
は

こ
れ
ま

で

の
考

察

の
な

万

博

こ
う

し

た
研
究

を

跡

づ

け
、

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ
現
豫

を
真

に
知

る
た

め

の
理
論

と

方

法

に

つ
い

て
検

討

を
加

え

て
き

た
。

哲

学

の
な

か

で
は
、

物

事

を
本

質

的

に
理
解

す

る

た

め

に
は
既

成

概

念

を

適

用

し
た

分

類

で
は
な

く

、

概
念

に
執

着

し

な

い
対
象

と

の

一
体

化

に

よ

る
洞

察

が
重

要

で
あ

る
と

説

か
れ

る
。

研

究

者

が

現

象

に
参

与

し
、

あ

り

の
ま

ま

の
状

況

の
な

か

で
、

厚

い
記

述

を

つ
く

り
、

そ

れ

に
基

づ
く
探

究

を
行

う

た

め

の
学

問

的
方

法

が
社

会
学

や
人

類
学

に
よ

っ
て
展

開

さ
れ

て
き

た
。

体

験

に
基

づ

く
洞

察

に

よ

っ
て
研
究

者

の
イ

マ
ジ

ネ

ー

シ

ョ
ン
が
拡

大

す

る
効

果

を

期

待

で
き

る
。

そ
し

て
正

し

い
認

識

を
得

る
た

め

に
は
解

釈

と

そ

の
修

正

を
何

回
も
繰

り
返

さ

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

実

証

主

義

は

外

部

か

ら
現

象

を
観

察

し
、

分
析

を
行

い
、

一
般

化

に
よ

っ
て
事
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実

を
検

証

す

る
方

法

を
用

い
る
。

し

か

し
、

事

実

は

研
究

者

と
対

象

の
相

互

作

用

の
な

か

で
構

成

さ
れ

る
と
考

え

る

こ
と

喝

で
き

る
。

そ

こ

で
、

本
稿

で
は
対

象

と

の
対

話

(集
巴
o
陰

①
)

に
よ

っ
て

理

解

を
創

造

す

る

た

め

の

「
聴

く

」

行

為

に
焦

点

を
あ

て
、

そ

の

理

論

と

方

法

に

つ

い
て
考

察

し

た

い
。

相

手

の
話

を
聴

く

こ
と

は

理
解

の
第

一
歩

で
あ

っ
て
、

今

日

ま

で
多

く

の
研

究

者

が

さ
ま

ざ

ま

な
角

度

か
ら
意

義

を
指

摘

し

て
き

た
。
象

徴

的

相

互
作

用
論

の

研

究

者

の

2
.
凶
・
∪
①
ロ
N
貯

は

聴

く

だ

け

で
体

験

の
共

有

を
意

図

し

よ
う

と

し
な

い
面

接

は
信

頼

を
創

造

で
き

な

い
と
述

べ
(雄
・

消

費

者

行

動

を

人

間
存

在

と

の
関

連

で
探

究

す

る

こ
と

を
前

提

に
、

研

究

者

は

イ

ン
サ

イ
ド

へ
の
接

近

に
よ

っ
て
、

現

象

を
行

為

者

の

立

場

に
即

し

て
深

く

知

る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

そ
し

て
、

理

解

は
当

事

者

の
感

情

に
ま

で
掘

り
下

げ

て
了
解

す

る

こ
と

が
理

想

で

あ

り
、

表

現

さ
れ

た
行

為

の

み
な

ら
ず

目

に
見

え
な

い
隠

れ
た
行

為

の
内

容

を
解

明

し

な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

本
稿

で
は
、

そ

の
た

め

に
、

鈎

≦

切
Φ
穿

ら

に

よ

.
て

了

ケ

テ

ィ

ン
グ

研

究

に
応

用

さ

れ

た

ナ

チ

ュ

ラ

リ

ス

テ

ィ

ッ

ク

・
イ

ン

ク

ワ

イ

ア

リ

i

(
嵩
Ωo
梓
¢
「
巴

δ
鉱
O

ぎ

ぬ
縁

「
蜜
)

に

つ

い

て

網
・
Qり
.
い
ぎ

o
O
ぎ

"
国

.
O
.

　
ら

　

○
信
ぴ
鶉。

の
文

献

を
用

い

て
説

明

し

た

い
。

つ
ぎ

に

マ
ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

へ
(⑳
解

釈

学

的

ア
ブ

・
-

チ

の
特

色

と

そ

の
学

問
的

意

義

を
探

こ

、

o

り

オ

し

つ
ぎ

に
、

「
聴

く
」

こ
と

の
具
体

的

方

法

に

つ

い

て
面

接

(
イ

ン

タ
ビ

r

)

を
中
心

に
、

そ

の
分
類
・

定
性
調
査

麩

な
ど

に
つ

い

て
説

明

し

た

い
。

と

り

わ

け

、
い

U
・
U
o
ロ
σq
智
ω
の

ク

リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン

タ

ビ

r

(

　き
　

自

$

野

巴

三

Φ
三

Φ
三

轟

)

に

つ

い

て

理
論
的
側
面

に

つ
い
て
の
考
察

も
包
摂

し
論
述

し
た

い
。
当
該
文

献

は
著
者

の
体
験

に
よ
る
人
間

の

「
生
」

に
対
す

る
洞
察

を
基
礎

に
面
接

の
あ
り
方

を
論

じ

て
お
り
、

理
論
的

に
も
実
践
的

に
も
豊

富
な
示
唆

を
与

え

る
。
面
接

に
関

し

て
は
精
神
医
学
的
面
接

を
忘

れ

る
こ
と

が
で
き
な

い
。
既
磁

)の
よ
う

に
当
該

領
域

畷

神

田
橋

条
治

鰐

ぐ

れ
た
研
究

が
あ

る
。
本
稿

で
は
土
居
健
郎
、
国

・
ψ

ω
巳
一貯
碧

の
研

究

を
参

照

し

な

が

ら
、

人
間

存

在

と
関
連

し

た

面

接

の
意

義

、

規

範

な

ど

に

つ
い

て
探

究

し

た

い
。

こ
の
よ
う

に
、

本
稿

は

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

に

お
け

る
消

費

者

行

動

を
中

心

と

し

た
社

会

現

象

を
解

釈

学
的

立

場

か
ら
捉

え
、

深

い

理

解

に
達

す

る

た

め

に
は

ど

の
よ
う

な
方

法

を
用

い
れ
ば

よ

い

か

を

イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

(面

接
)

を
中

心

に

「
聴

く
」

行

為

の
理
論

的

か

つ
実

践

的

探
究

に

よ

っ
て
解

明

す

る

こ
と

を

目
的

と
す

る
。
精

神

医

学

に

お

い

て
は

「
聴

く
」

こ
と

が

「
問

う
」

こ
と
以

上

に
重

要

と

み
な

さ

れ

る

こ
と

が

多

い
。

本

稿

で
も
、

「
聴

く
」

こ
と

に

「
尋

ね

る
」

こ
と

よ

り
も

力
点

を

お

き

た

い
。

ま

た
、

可
視

的

部

分

を

ど

の
よ
う

に
見

る

か
、

表

現

さ

れ

た

も

の
を

ど

う
聞

く

か
と

な

ら

ん

で
、

不

可
視

的

部

分

を

ど

の
よ
う

に
推

論

し
、
表

現

さ

れ

な

い
も

の
を

ど
う

解

釈

す

る

か

に
理
解

の
ポ

イ

ン
ト

が
あ

る
と
考

え

た

い
。

本

稿

で
探

究

す

る

「
聴

く
」

行

為

は

こ
の
よ

う

に

マ
ー

ケ

テ

ィ

ン
グ

現
象

を
深

層

に
お

い

て
知

る

(理
解

す

る
)

た

め

の
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「聴 く」 ことの理論 と方法

方
法
論
的
意
味
合

い
を
有

し

て
い
る
。

注(
1
)

〉
ヨ

o
崔

]≦
詳
o
冨

戸

冒

ヨ
Φ
ω

O
oq
鵠
く
ざ

四
コ
匹

℃
象
臼

ω
o
ゴ
≦
蝉
詳
N
"
§

鴨

§

ト
砺

ぎ

o
§

曽
ω
即
一
ぎ

辞Φ
「
コ
餌
辞
凶o
昌
巴

(
吉

福

伸

逸

監
訳

『
パ

ラ
ダ

イ

ム

・
シ

フ
ト
』

T

B

S
ブ

リ

タ

ニ
カ
、

一
九

八
七
年

。
)

拙

稿

「
V

A

」

S

類
型

L

(横

田
澄

司

.
亀

井

昭

宏

編

『
マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

の
最

前
線

』

学

文

社
、

一
九

九

〇

年

、

二
三

二
～

二
四

三

ペ

ー
ジ
。
)

(
2

)

拙

著

『
現

代

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

・
コ
ミ

ュ

ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
』

白

桃

書

房
、

一
九

八

八
年

。

拙

稿

「
マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

に

お
け

る

「
消

費

者

研

究

」

の
新
潮

流
L

大

分

大

学
経

済

論

集

、

第

四
〇

巻

第

三
号

、

一
九

八

八
年

九

月

。
拙

稿

「
マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

研

究

に

お

け

る
知

識

生

成

の
方

法

-

解

釈

主

義

の
台

頭

l
」

大

分

大

学

経

済

論
集

、

第

四

〇
巻

第

六
号

、

一
九

八
九

年

二
月
。

拙
稿

「
マ
ー

ケ

テ

ィ

ン
グ
研

究

へ
の
解

釈
学

的

ア
プ

ロ
ー
チ
」

日
経

広
告

研

究

所

報

一
二
九

号

、

一
九

九

〇
年

二
月

。

拙

稿

「
マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

に
お

け

る

「
理

解

」

研

究

の
方

法

論
的

考
察

L

神

奈

川

大

学

国

際

経

営

論

集

、

第

一
号

、

一
九

九

〇
年

三
月
。

拙
稿

「
マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

に
お

け

る

「
解

釈

」

研

究

の
理

論

と
方

法

」

神
奈

川
大

学

国

際

経

営

論
集

、

第

二
号

、

一
九

九

一
年

三
月

。

(3
)

z
。
目

碧

内
・
∪
Φ
邑

p

ミ

譜
愚
ミ

§

ミ

紺
§

職
§

ぎ

・

ω
qo
σq
①

℃
ロ
ぴ
嵩
o
讐

一〇
昌
ρ

ぎ

o
こ

一
り
Q。
P

b
・
幽
ω
・

(4
)

寄

羅

=
≦

じd
舞

し
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ぎ

哨
・
鉾

Φ
昌

魯

・b
巳

ζ
Φ
苺

凶Φ

芝

巴
一Φ
コ
血
o
蹴
"
..>

Z

讐
霞

巴
凶ω
鼠
o

ぎ

ρ
三

曼

凶三

〇

しd
露
《
臼

禽。
口
血

ω
Φ
一
一
臼

じd
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げ
聾
く
圃
o
『

象

o

ω
≦

曽
℃

H≦

Φ
Φ
戸
、.

一
〇
ロ
「
昌
巴

o
{

O
o
昌
-

ω
∈
B

臼

閃

Φ
ω
①
90
8

『

]≦

費

6
げ

お

Q。
Q。
"
℃
b
・
置

㊤
ー
ミ

ρ

菊

乏

く
・
しσ
Φ
一
ぎ

ζ

.
♂
<
巴

一
Φ
づ
ユ
o
『
抽

騨
口
血

い

司
●
ω
げ
臼

「
ざ

冒

`

..↓

ゴ
Φ

Q∩
m
o
「
Φ
螂

偉o
"
α

什
ゴ
Φ

℃
『
o
h
蝉
⇒
Φ

ぎ

O

o
鵠
ω
ロ
ヨ

Φ
噌

しu

Φ
げ
餌
<
一
〇
畳

↓

げ
Φ
o
島

6
団

o
昌

け
ゴ
Φ

O

α
《
ω
ω
Φ
ざ
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一
〇
¢
∋

巴

o
h

O
o
口
ω
ロ
ヨ

Φ
『

即
Φ
ω
①
母

o
貫

一
¢
昌
Φ

一
⑩
Q。
炉

O
P

一
1
ω
Qo
.

(
5
)

曽

8

爵

。。
・
旨

。
。
ぎ

鼻。
・
ユ
国
。q
8

ρ

o
・
げ
p

き

ミ
ミ

警

ら

き

心
ミ

建

"
Qっ
蝉
αq
o

℃
¢
げ
嵩
o
象

凶
o
コ
ω
鴇
ぎ

o
二

一
㊤
Q。
㎝
・

(
6
)

曽

N
ぎ

Φ
序

ρ

田

「
ω
臼

ヨ
8

(Φ
e

}
ミ

鷺
鳶
§

ミ

o
§

,

簑

§
ミ

肉
禽
§

§
奔

>
oり
ω
O
O
一》
↓
HO
Z

閃
O
閑

O
O
2
QD
q
寓

団
閑

菊
国
ω
国
〉
国
O
工
"
一
㊤
oQ
O
.

(
7
)

。。
什
晋

母

内
邑

ρ

、.穿

Φ
O
琶

冨

穿

①

閃
①
ω
霞

。
匡

幕

「
、

〈
一①
≦
∴

〉

勺
『
Φ
コ
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ヨ

Φ
昌
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㈹
一6
巴

四
コ
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餌
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コ
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①
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竃

o
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o
h
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昌
伽
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ω
訂

嵩
島
昌
ひq
㌦
.
一
〇
¢
「
昌
巴

9

勺
ゴ
Φ
コ
o
ヨ

①
昌
o
一〇
-

αq
ド
巴

勺
塁

o
げ
o
一〇
堕

櫛
く
o
一」

♪

Z
o
』

噂
一
㊤
c。
ω
・

(
8

)

冒

葵

∪
.

U
o
億
ぴq
冨
ρ

O
越
ミ

帖竃

冒

鷺
ミ

暗
ミ
噛薦

鴇

ω
餌
σq
Φ

℃
二
σ
甥
O
国
ユ

O
昌
ρ

H
昌
0
4

一
¢
QQ
9

(9
)

神

田
橋
条
治

『精

神
科

診
断
面
接

の

コ
ツ
』
岩
崎
学
術
出
版

社
、

一
九
八
四
年
。
当
該
文
献

に

つ
い
て
は
拙
稿

「
マ
ー
ケ
テ

ィ

ン
グ
研
究

に
お
け

る
知
識
生
成

の
方
法

-
解
釈
主
義

の
台
頭
I
」

大
分
大
学
経
済

論
集
第

四
〇
巻
第

六
号
、

一
九

八
九
年

二
月

で
論

述

し
た
。

(10
)

土
居
健
郎

『方

法
と
し

て
の
面
接
』
医
学
書

院
、

一
九
七
七

年
。

(
11
)

国
碧
蔓

ω
9
0
ぎ

ω
巳
=
<
餌
登

§

恥
き

ら
ミ
黛
壁
苛

ミ

欝
ミ
暗
斜

X38



国 際 経 営 フ ォ ー ラムNo.2

≦

.
≦
-.
乞
o
暮
o
コ
印

O
o
田
冨

ξ

ぎ
P

一
㊤
漣

(中

井

久

夫

他

共

訳

『
精

神

医
学

的

面
接

』

み
す
ず

書

房

、

一
九

八

六
年
。
)

ニ

ナ

チ

ュ
ラ
リ

ス

テ

ィ

ッ
ク

・
イ

ン
ク

ワ
イ

ア

リ

ー

O

実

証

主
義

と

の
対

比

既

述

の
よ
う

に
消

費
者

行

動

研

究

の
な

か

で
ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

・
イ

ン
ク

ワ
イ

ア

リ

ー

の
展
開

が
論

じ
ら

れ

た

の
は

一
九

八

〇
年

代

の
後

半

か

ら

で

あ

っ
た
。

幻
・
♂<
.
じq
Φ
澤

ら

は

こ
れ

を

対

象

が

お

か
れ

た

あ

り

の
ま

ま

の
環
境

の
な

か

で

フ

ィ
ー

ル
ド

調

査

を
実

施

し
、

そ

の
結

果

を

解

釈

と

い
う
手

段

に
よ

っ
で
認

識

す

る
方

法

と

定

義

し
、

現

場

の
詳

細

な
観

察

と
記

録

、

な

ら

び

に

コ

ン
テ

ク

ス
ト

を
重

要

と

し

た
。

そ

し

て
、

デ

ー
タ

の
収
集

と

分
析

に
他

の
方

法

よ

り

も
時

間

が

か

か

る
が
、

消
費

者
行

動

を
分

断

す
　
ユ

　

る

こ
と

な

く
自

然

な

形

で
把

握

で
き

る
利

点

が
あ

る
と
指

摘

し

た
。

当

該

方

法

に

つ

い
て

嶋
・
ω
.
い
ぎ
o
o
ぎ
-
図

O

O
¢
げ
餌
は
実

証

主

義

と

の
対

比

に

よ

っ
て
特

色

を

つ
ぎ

の
よ

う

に
説

明

」

麗
。

サ
イ

エ
ン

ス
の
思
想

は
自

然

に
直

接

問

い
か

け
、

自

然

に
答

え

さ

せ

る

こ
と

を

長
年

尊

重

し

て
き

た
。

そ

し

て
自

然

科

学

の
進
歩

は
科

学

技

術

の
著

し

い
発

展

を

も
た

ら

し

た
。

し

か
し

人
間

の

「
知

」

の

探

究

は
代

替

的

方

法

の
模
索

を

進
行

さ
せ

て
お

り
、

か
か

る
試

み

の
ひ
と

つ
が

「
ナ

チ

ュ
ラ
リ

ス
テ

ィ

ソ
ク
」

と
呼

ば

れ

る
も

の
で

あ

る
。

こ
れ

は

「
脱

実

証

主

義

的
」

「
エ

ス

ノ
グ

ラ

フ

ィ

ッ
ク
」

「
現

象

学

的

」
「
主

観

的

」
「
ケ

ー

ス

・
ス
タ
デ

ィ
」
「
定

性
的

」
「
解

釈

学
的

L
「
ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ス
テ

ィ

ッ
ク
」
な

ど

の
名

称

で
呼

ぶ

こ
と

も

で
き

る
。

心

理

学

に

お
け

る
当

該

視
点

に
関

す

る
初

期

の
研

究

か

ら

つ
ぎ

の
二
点

の
特

色

を
指

摘

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

ω

研
究

者

は
対
象

と

な

る
行

動

の
先

行

条

件

に
対

し

て
操

作

的
意

図

を

も

た

な

い
、

②

研

究

者

は
結

果

に
対

す

る

ア

・
プ

リ
オ

リ
な
単

位

を

課

す

こ
と

は
な

い
。

人

間

の

「
知

」

の
探

究

の
歴
史

は

つ
ぎ

の
よ

う

に
分

類

す

る

こ
と

が

で

き

る
。

ω

〉
ユ
ω8
二
Φ
か

ら

一
八

世
紀

に
至

る
ま

で

の
実

証

主

義

以
前

の
時

代

(℃
噌
Φ
層
O
ω
一什
一.<
一ω梓
Φ
吋
覇Ω
)
、

②

一
九

世
紀

初

頭

か

ら

二
〇

世

紀

の
ウ

ィ
ー

ン
学

団

の
形

成

に
至

る
実

証

主

義

の
時

代

(O
o
ω
三
≦
ω
什
Φ
轟

)
、

㈹

脱

実

証

主
義

の
時

代

(噂
o
ω
8
0
ω
置
≦
簿

Φ
鎚

)
。

さ

て
、

周
知

の
よ

う

に
実

証

主

義

は
科

学

的
方

法

に
対

し

て
重

要

な

イ

ン
パ

ク

ト

を
与

え

た
。

実

証

主

義

(O
o
ω
三

≦
ωヨ
)

と

い

う

言

葉

は

Qっ
蝕
艮
・鎗
ヨ
8

が
自

然

科

学

の
方

法

と

そ

の
哲

学

へ

の
敷
延

を

さ
す

た

め

に
用

い
た

の
に
始

ま

る
が
、

経

験
的

な
事

実

の
背

後

に
な

ん
ら

か

の
超

経
験

的

実

在

を

み

と
め
ず

、

す

べ

て

の

知

識

の
対

象

は
経

験
的

所

与

た

る
事

実

に

か
ぎ

る
と

す

る
立

場

で

あ

る
。

そ

し

て
、

近

代

自

然

科

学

の
方

法

と

成
果

に
も

と
づ

き
、

物

理

的
、

精

神

的

現

象

世

界

の
統

一
的

な

説

明

を
目

ざ

」
焔
。

と

り

わ

け
、

論

理
実

証

主

義

(δ
σq
圃8

ぢ

o
。。
譲

三
ω
ヨ
)

は

ウ

ィ
ー

ン

学

団

と

そ

の
同
調

者

た
ち

の
哲
学

に
与

え

ら

れ
た

名
称

で
あ

る

が
、

論

理
分

析

の
方

法
、

す

な

わ

ち
概

念

と
命

題

の
意
味

を
論

理

的

に

分

析

し
、

そ

れ
ら

の
真

に
意

味

す

る
と

こ
ろ
を

あ

き
ら

か

に
す

る

139



「聴 く」 こ との理論 と方法

一
方

で
、

そ

こ
に
混

入

し

た
意

味

を

も

た

ぬ
非

経

験

的

、

形

而

上

学

的

要

素

を
取

り

の
ぞ
く

特

色

が

あ

る
。

そ

し

て
存

在

と
意

識

、

あ

る

い
は
経

験

所
与

と

悟

性

の

二
元

論

を
、

経

験

と

そ

の
表

現

の

道

具

と

し

て

の
記

号

系

(主

と

し

て
言

語

)

と

い
う

矛
盾

の
な

い

　
　

　

二
元

論

に

お
き

か
え

る

こ
と

を
試

み
た
。

実

証

主

義

に
対

し

て

こ

れ
ま

で

さ
ま

ざ

ま

な
批

判

が

み
ら

れ
た
。

一
例

を

あ
げ

れ
ば

、

実

証

主

義

の
浸

透

に

よ

っ
て
、

研
究

者

が

す

べ

て
を
決

定

す

る
外

生

的

(Φ
×
O
αq
Φ
昌
O
=
ω
)

研

究

が
多

数

と

な

り
、

対

象

が
決

定

に
等

し

く
加

わ

る
内

生

的

(Φ
巳

o
αq
Φ
コ
o
¢
ω
)
研

究

が
排

除

さ
れ

た

と
批

判

さ

れ

る
。

ま

た
、

外

部

的

(客

観

的

)

視

点

の
研

究

(Φ
江
o
「
Φ

ω
①
費
o
げ
)

の

み

が
重

要

と
考

え

ら

れ

て
、

内

部

的

(主

観

的
)

視

点

の
研

究

(Φ
5
P
一6
「
Φ
ω
Φ
餌
『O
げ
)
が
軽

視

さ

れ

る
傾

向

が
生

ま

れ

た

と

も
言

わ

れ

る
。

す

な

わ
ち
実

証

主
義

は
人

間
的

要

因

に
対

す

る

配

慮

が
欠

如

し

て

い
る

と
批

判

さ

れ
た
。

実

証

主

義

を
支

え

る

五

つ
の
原

理

は

つ
ぎ

の
と

お
り

で
あ

る
。

ω

単

一
の
実

体

的

現

実

が
存

在

し
、

こ
れ

は
分

割

可
能

で
独
立

し

て
研

究

で
き

る
、

②

観

察

者

は
観

察

対

象

か

ら
独

立

し

て
観
察

で

き

る
、

㈹
観

察

の
時

間

的

お

よ

び
文

脈

的

独

立

性

(
あ

る
時

点

や

場

所

で
真

実

で
あ

っ
た

こ
と

は
適

切

な
状

況

の
も

と

で
は
別

の
時

点

や
場

所

で
も
真
実

で
あ

る
)
、
ω

直
線

的

因

果

性

(原

因

な

く

し

て
結

果

は

な

く
、
結

果

の
な

い
原

因

は

な

い
)
、
⑤
価

値

か
ら

の
自

由

(方

法

論

は
探

究

の
結

果

が
価

値

に
影

響

さ

れ
な

い

こ
と

を
保

証

す

る
)
。

こ
れ

に
対

し

て
、

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

・
パ

ラ

ダ

イ

ム
の
原

理

は

つ
ぎ

の
と

お

り

で
あ

る
。

ω

複
数

の
構

成

さ
れ

た
現
実

が
存

在

し
、

ホ
リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

に
研

究

で
き

る
、

②

研

究

者

と

対

象

は
相

互

に
影

響

を
与

え
、

両

者

は
分
離

で
き
な

い
、

㈹

研

究

の
目

的

は
個

性

記

述

的

(一匹
一〇
αQ
H
帥
O
げ
一〇
)
な
知

識

体

系

に
あ

り
、

そ

れ

は

個

別

の
事

例

を

記

述

し

た

作

業

仮

説

(毛
o
蒔

冒
oq

ξ

b
o
9
Φ
ωΦ
ω
)

の
形

で
示

さ

れ

る
、

ω

す

べ

て

の
存
在

は
相

互

的

同
時

的

形

成

(量

』ε

巴

ω
冒

巳
富
コ
Φ
8

ω
ω
冨

豆
お

)

の
状

態

に
あ

り
、

原

因

を

結
果

か
ら
識

別

で
き
な

い
、

⑤
研

究

は

つ
ぎ

の
五

つ

の
点

で
価

値

を
負

う
。

①

研

究

者

の
価
値

観

、

②

パ

ラ

ダ

イ

ム
の

選

択

、
③

理

論

の
選
択

、

④

コ

ン
テ

ク

ス
ト

に
内

在

す

る
価

値
、

⑤

以

上

の
共

鳴

と

不
協

和
。

二

つ
の
原

理

を
対

比

す

れ
ば
表

1

の
と

お

り

で
あ

る
。

⇔

特

色

つ
ぎ

に
、

以

上

の
記

述

を
基

礎

に
ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

.

イ

ン
ク

ワ
イ

ア
リ

ー

の
特

色

を
説

明

し

た

い
。

現

実

(噌
$

一一蔓
)

を

ど

の
よ

う

に
捉

え

る

か
は
学

問

の
基

礎

的

課
題

で
あ

り
、

数

多

く

の
見
方

が
提

起

さ

れ

て
き

た
。

社

会

学

に

お

い
て
は

一
九

二
〇

年

代

の
パ

ラ
ダ

イ

ム
危

機

を
契

機

に
解

釈
学

的
社

会

学

が
脚

光

を
浴

び
た
。

そ

こ
で
は
、

社

会

科

学

は

法

則
的

命

題

を
目

的

と

す

る

の
で
は
な

く

個

人

や
社

会

生

活

の
意

味

を

よ

り

深

く

理

解

す

べ

き

で

あ

る

と

主

張

さ

れ

た
。

心

理

学

は

O
・

〆
①
=
団
の
パ

ー

ソ

ナ

ル

・
コ
ン

ス
ト

ラ

ク

ト

心

理

学

(O
臼
ω
8

巴

X40



表1実 証主義者 とナチュラリス トの原理の対照

原 理 実証主義者パ ラダイ ム ナ チ ュ ラ リ ス ト ・パ ラ ダ イ ム

現実の性質

単 一

実 体

分割可能

複 数

構 成 的

ホ リス テ ィ ック

研究者 と対象の関係
独 立 的

二 元 論

相互作用的

不 可 分

一般化 の可能 性 時間 と文脈に無関係な一般

化(法 則的言明)が 可能

時間 と文脈 に関係 した作業仮

説(個 別的言 明)の みが可能

因果連鎖 の可能性
結果 に先行 した り同時的で

ある真 の原 因があ る

すべ ての存 在 は相互的同時的

形成 の状態 に あるため原 因 と

結 果 の識別 は不可能 であ る

価値の役割 研究は価値 と無関係 研究は価値 と関係

(出 典)Y・S・Lin・ ・lnandE.G.Guba ,Naturrxlisticlnqur'ry,Sag・Publi・ati。ns ,ln、.,1985,p.37.

。
。
昌
・。膚
ロ
。
ε

ω
団
。
3

領

)

が
同

様

の
方

法

論

を
説

き
、

人

聞

の

内

面

世

界

に
注

目

し

た
。

哲

学

で
は
存
在

論

の
な

か

で
実

在

性

を

つ
ぎ

の
四
類
型

に
分

け

る
。

ω

現
実

は
実

体

的

で
経

験

に
よ

っ
て

知

る

こ
と

が

で
き

る

と
す

る
客

観

的

実

在

性

、

②
個

人

が
知

り
う

る

の
は
特

定

の
視
点

(知

覚

)

に

よ

る
内

容

で
あ

る
と

の
知
覚

的

実

在

性
、

㈹

現
実

は
人

間

の
心

の
構

成
物

で
複

数

の
存
在

で
あ

る

と
考

え

る
構

成

的

実

在

性

、

ω
現

実

は
参

与

者

が
創

り

だ
す

と

い

う
創

造

的

実

在

性
。

ナ

チ

ュ
ラ
リ

ス
ト

・
パ

ラ
ダ

イ

ム
は
構

成

的

実

在

性

の
立

場

を

と

る
。

構

成

さ

れ
た
現

実

と

は

つ
ぎ

の
ご

と

き

も

の
を
称

す

る
。

①

企

業

に

よ

る
消

費

者

へ
の
広
告

活

動

、
②

法

廷

で

の
手

続

き

、
③

辞

書

の
言
語

学

的
構

成
。

ま

た
、
実

証

主

義

者

が

一
般
化

(σq
Φ
昌
Φ
惹

欝

餌
戯
8

)
を
科

学

の

重

要

な

厨
標

と
考

え

る

の
に
対

し

て
、

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
ト

・
。、
ラ

ノ

タ
イ

ム
は

そ

れ

に
代

わ

る
作

業

仮

説

(宅
o
蒔

冒
αq
げ
巻

o
窪
o
臨
。。
)

の
概

念

を
導

入

す

る
。

そ

し

て

一
般

化

は

つ
ぎ

の
ご

と

き
欠
点

を

も

つ
と
指

摘

す

る
。

ω

決

定

論

(α
①
櫛Φ
「ヨ
一ロ
一ω
ヨ
)

の
地

位

の
低

下
、

②
人

間

活

動

の
実

情

に

そ
ぐ

わ

な

い
時

間

と

文
脈

か
ら

の
自

由

と

い
う
仮

定
、

㈹
法

則
的

一
般

化

(昌
o
§
0
3
Φ
鉱
o
)

に
対

す

る

予
測

と

統
制

の
た

め

の
個

別

化

(繭島
o
鴨

巷

霞
6
)

の
ジ

レ

ン

マ
。

研

究

者

は
個

別

の
状

況

要

因

に
配
慮

し

つ

つ
考
察

を
進

め
、

か

か

る
要

因

は

]
般
化

を

阻

む

場
合

が

あ

る
。

こ
の

よ
う

に
す

べ

て

の

一
般

化

は
結

論

で
は

な

く
作

業

仮

説

と

み
な

す

こ
と

が

で
き

る
。

状

況

に

よ

っ
て

コ
ン
テ

ク

ス
ト

が
異

な

り
、

時

間

の
経

過

に
よ

っ
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「聴 く」 こ との理論 と方法

て
変

化

が
生

ず

る

た

め
、

作

業

仮

説

は
発

見

さ

れ

た
状

況

と
、

別

の
状

況

の
双
方

に
と

っ
て
仮

定

的

で
あ

る

と

い
え

る
。

つ
ぎ

に
、

因

果

性

の
概

念

に
代

わ

り
相

互
的

同
時

的

形

成

の
概

念

を
導

入

し
、

人

間

の
経

験

、

判

断
、

洞

察

な

ど

の
関

与

す

る
現

象

を

解

明

す

る
。

こ
れ

は

つ
ぎ

の
よ

う
な

見

方

で
あ

る
。

す

べ

て

の
も

の
は
他

の
す

べ

て

の
存

在

に
今

こ
の
場

に
お

い

て
影

響

を
与

え
、

ま

た
、

行

為

に
含

ま

れ

た
多
数

の
要

素

は

相

互
作

用

に
よ

っ

て

同

時

的

に

互

い

の

変

化

を

誘

発

し
、

観

察

者

が

結

果

(Φ
唐
0
9
ω
)

と

名

づ

け

る
も

の
に
変

化

す

る
。

し

か

し
、

相

互
作

用

に
は
特

定

の
方

向

性

は
な

く
、

結

果

は

ま

っ
た

く
予

測

で
き

な

い
形

態

形

成

的

変

化

の
相

互

的

形

成

の
産

物

で

あ

る
。

実

証

主

義

的

理

解

が
自
然

に
よ

っ
て
規

定

さ

れ

た
真

の
因

果

連

鎖

の
評
価

で

あ

る

の

に
対

し
、

研

究

者

と
現

象

の
相

互

作

用

か
ら
生

ず

る
合

目

的

の
構

造

(b
ロ
趨

o
ω
貯
①
ω
茸
仁
o
ε
お
)

を

理
解

と
考

え

る

こ
と

が

で
き

る
。

こ
の
よ
う

に
、

因
果

性

は
相

対

的

確

か
ら

し

さ

(お
一甲

江
く
Φ
b
冨
賃
臨
甑
捧

《
)

に
変

化

す

る
。

日

展

開

つ
ぎ

に
、

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

・
イ

ン
ク

ワ
イ

ア

リ

ー

の

具

体

的

展

開

に

つ

い
て
説

明

し

た

い
。

全

体

の
流

れ

は
図

1

の
よ

う

に
要

約

で
き

る
。

当

該
方

法

論

に
よ

る
研

究

は
対

象

の
存

在

す

る

あ

り

の
ま

ま

の

文

脈

の
な

か

で
実

施

さ

れ

る
。

こ
れ

は

つ
ぎ

の
よ

う
な

理

由

に
基

つ

く
。

ω

実

在

性

は
文

脈

か

ら
分
離

し

て
理
解

す

る

こ
と

の
で
き

な

い
全

体

で
あ

る
、

②
観

察

行

為

は
内

容

に
影

響

を

及

ぼ
す

、

㈹

発

見
内

容

の
意

義

の
判

断

に

お

い

て
文

脈

(
コ
ン
テ

ク

ス
ト
)

が

高

い
比

重

を
占

め

る
、

ω

因

果

関
係

で
は

な

く
相

互
形

成

の
機

能

を
重

視

す

る
。

こ

の
よ
う

に
、

研
究

は
時

間

と
文

脈

に
依

存

す

る

こ
と

を
前

提

と

し
、

コ
ン
テ

ク

ス
ト

に
関

係

す

る
す

べ

て

の
要

因

を
考
慮

に
入

れ

る
。

こ

の
場

合
、

研

究

者

自

身

も
外
部

的

存

在

で

は
な

く

文
脈

の
な

か

に
組

み
入

れ
ら

れ

る
。

つ
ぎ

に
、

デ

ー

タ

の
収

集

の
手

段

は
人

間

を
中

心
と

す

る
。

当

該
方

法

論

は

す

べ

て
は
不
確

定

と

の
仮

定

か
ら

出
発

す

る
た

め
、

人

間

の
反
応

性
、

適

応

性

、

認

識
能

力

な

ど

を
信

頼

し

て

テ

ー

タ

を
収

集

す

る
。

ナ

チ

ュ
ラ
リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

・
イ

ン
ク

ワ
イ

ア

リ

ー
は
言

語

で
表

現

で
き

る
命

題

知

(b
噌
o
O
o
臨
含
o
コ
巴

げ
口
o
芝
δ
血
σq
Φ
)

の

み

な

ら

ず

、

体

験
的

理
解

に
よ

る
暗

黙

知

(冨

o
津
ざ

o
註

巴

αq
Φ
)
を
活

用

す

る
。

こ
れ
は

つ
ぎ

の
理
由

に
基

づ
く
。

ω
複
数

の
実
在
性

と

い

う

ニ

ュ
ア

ン
ス
は

こ
う

し
た
方
法

で
の
み
評
価

さ
れ
る
、

②
研
究

者
と
対
象

の
相

互
作
用

の
多
く
は

か
か
る

レ
ベ

ル
で
発
生

す

る
、

㈲
暗
黙
知
は
研
究
者

の
価
値
観
を
映

し
だ
す
。
暗
黙
知

は
洞
察

や

仮
説

の
基
礎

を
成
す

が
、
研
究
者

は

こ
れ
を
言
語
化

し
、

共
有
化

ヘ

へ

む

す

る

た
め

の
努

力

を
怠

っ
て
は

な

ら

な

し

当

該
方

法

論

は
人

間

に
よ

っ
て
デ

ー

タ

の
収

集

を

は

か

る
た

め

定

性

法

に
依

拠

し

て

い
る
。
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「聴 く」rと の理 論 と方 法

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
ト

の
サ

ン
プ

リ

ン
グ

を

目

的

サ

ン

フ

リ

ン
ク

(O
霞

℃
o
ω才
Φ
ω
四
ヨ
O
=
昌
σq
)

と

呼

ぶ
。

サ

ン
プ

リ

ン
グ

は
通

常

代

表

性

を
重

視

し

て
実

施

さ

れ
、

対

象

の
す

べ

て

の
要

素

が
等

し

い

選
択

の
機

会

を

も

つ
よ

う

に
工
夫

さ

れ

る
。

.
〕
れ

に
対

し

て
、

目

的

サ

ン
プ

リ

ン
グ

で
は

多
数

の
個
別

的
事

例

を
詳

述

す

る

こ
と
を

目
的

に
、

以

降

の
研

究

手

順

で
重

要

と

考

え

ら

れ

る
情

報

の
把

握

を

は

か

る
。

し

た

が

っ
て
サ

ン
プ

ル

の
決

定

を

事

前

に
行

う

こ
と

を

せ
ず

に
、

研

究

の
進

行

に
あ

わ

せ

て
サ

ン
プ

リ

ン
グ

.
デ

ザ

イ

ン
を

し
、

必
要

で
あ

れ
ば

そ

の
範

囲

と
内

容

を

一
層

発

展

さ

せ

る
。

こ
の
よ

う

に
統

計

的

要

因

で
は

な

く
情

報

の
内

容

を

基
準

に
サ

ン

プ

リ

ン
グ

を

行

う

特

色

が

あ

る
。

そ

れ

ゆ

え
、

情

報

の
冗

長

性

(お

α
琶

α
⇔
昌
o
《
)
が
認

め

ら

れ

た
場

合

に
作

業

は
中

止

さ

れ
る
。

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
ト

の
デ

ー
タ
分

析

は

帰
納

法

に

よ

る
。

演

繹

法

で
は
、

理

論

に
基

づ

き
デ

ー

タ
が
先

験

的

に
限

定

さ

れ
、

デ

ー

タ

は
変

数

、

も

し
く

は
変

数

間

の
な

ん

ら

か

の
関

係

を

あ

ら

わ
す
。

そ

し

て
演

繹

さ

れ

た
内

容

を
確

認

す

る
た

め

の
経

験

的

デ

ー
タ

を

求

め

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
ト

は
先
験

的

理
論

や

変

数

を
対

象

と

せ
ず

、

そ

れ
ら

は
探

究

の
結

果

生

ま

れ

る
と
仮

定

す

る
。

フ

ィ

ー

ル
ド

の
な

か

で
蓄
積

さ
れ

た

デ

ー

タ
を
帰

納

的

に

分

析

し
、

検

証

す

べ

き
作

業

仮

説

や
問
題

を

明

ら

か

に
す

る
手

順

を

用

い
る
。

し

た

が

っ
て
、

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
ト

が
目

標

と

す

る

の

は
デ

ー

タ

に
依

拠

し

た

理

論

(鵯

o
ロ
巳

Φ
血

昏
Φ
o
蔓

)

と

い
え

る
。

ナ

チ

ュ

ラ

リ

ス

テ

ィ

ッ

ク

・
イ

ン

ク

ワ

イ

ア

リ

ー

の

リ

サ

ー

チ

。
デ

ザ

イ

ン
は
進

行

に
応

じ

て
実

施

さ

れ

る
。

そ
れ

は

つ
ぎ

の

44

よ
う

な

理
由

に
よ

る
。

ω

対

象

と

な

る
多

様

な
現

実

に

つ

い
て
あ

ー

ら

か

じ

め
十

分

に
知

る

こ
と

は

で
き
な

い
、

②
研

究

者

と

現

象

の

相

互
作

用

の
結

果

を
事
前

に
予
測

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
、

㈹

相

互
形

成

の
パ

タ

ー

ン
を
知

る

こ
と

は

で
き
な

い
、

ω

さ

ま

ざ

ま

な

価

値

観

が
予
測

不

可
能

な
方

法

で
結

果

に
影

響

す

る
。

ま

た
、

調

査
内

容

の
解

釈

に
お

い
て

は
デ

ー
タ

の
出

所

で
あ

る

回
答

者

と
協

議

を
行

う
。

す

べ

て

に
同

意

が
得

ら

れ

る
と

は
限

ら

な

く

て
も
、

研
究

者

は

必
ず

か

か

る
手

順

を
踏

ん

で
結

論

を

ま

と

め

る
義
務

が
あ

る
。

そ

れ

は

つ
ぎ

の
理

由

に
よ

る
。

ω

研

究

者

は

対

象

の
現

実

の
再

構

成

を

は

か
る
、

②

特

定

の
文

脈

で

の
作

業

仮

説

は

そ

こ
に
暮

ら

す
人

間

が
最

も

よ

く
確

認

で
き

る
、

㈹
現

地

の

価

値

観

は
居

住

者

が

よ

り
深

く

知

っ
て

い
る
。

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

・
イ

ン
ク

ワ
イ

ア

リ

ー
は
研

究

内

容

の
報

告

に
事

例
方

式

(O
鋤
ωΦ
目
Φ
℃
O
【一
)

を
用

い
る
。

そ

れ

は

こ
う

し

た
方

法

が

つ
ぎ

の
特

色

を
有

す

る
た

め

で
あ

る
。

ω
厚

い
記
述

を

可
能

と

す

る
、

②
複

数

の
現

実

を

記

述

で
き

る
、

㈹
読

者

が
臨

場
感

を

も

っ
て
内

容

に
接

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

ま

た
、

デ

ー
タ
な

ら

び

に
結

論

の
解

釈

は
対

象

の
個

別

性

に
焦

点

を

お

い
て
行

わ

れ

る
。

こ
れ
は

主

と

し

て

つ
ぎ

の
理
由

に
よ

る
。

ω

特

定

の
文

脈

で
発

見

さ

れ

た
内

容

は

そ

の
時

点

と

文
脈

で
意

味

が
あ

る
、

②

意

味

の
解

釈

は

ホ
リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

に
行

わ

な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。
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さ
ら

に
、

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

・
イ

ン
ク

ワ
イ

ァ

リ

ー
は

発

見

事

項

の
他

の

コ
ン
テ

ク

ス
ト

へ
の
応

用

に
慎

重

で
あ

る
。

そ

の
際

に
は

ケ

ー

ス
ご

と

に
可
能

性

を
十

分

に
確

認

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

ま

た
、

研

究

の
信

用

性

は
伝

統

的

基
準

、

す

な

わ

ち
内

的

お

よ

び
外

的

妥

当

性

、

信
頼

性
、

客

観

性

に

か
わ

っ
て
、

真

実

性
、

移

転

可
能

性
、

依
存

性
、

お

よ

び
確

証

性

が
用

い
ら

れ

る
。

以
上

の
ご

と

く
、

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

・
イ

ン
ク

ワ
イ

ア

リ

ー
は
人

的

手

段

に
よ

っ
て
デ

ー

タ

の
収

集

を

は

か
る

た

め
、

面

接

(
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
)

が

ひ
ろ

く
活

用

さ

れ

る
。

そ

し

て
、

固

定

的

方

式

に

よ
ら
ず

に
相

互
作

用

の
な

か

か

ら
柔
軟

に
対
象

に
接

近

す

る
特

色

が

あ

る
。

四

解

釈
学

的
消

費

者

研

究

社
会

現
象

を
、

構

成

す

る
人

間

を
中

心

に
考
察

し
、

そ

の
体

験

を

ホ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

に
理

解

す

る

た

め

の

ヒ

ュ
ー

マ
ニ

ス
テ

ィ

ッ

ク

・
イ

ン
ク

ワ
イ

ア
リ

ー

が
消
費

者
行

動

研

究

の
な

か

で
進

ん

で

議

。
解

釈
学

的
消
費

者

研
究

も

そ
う

し

た
試

み

の
ひ
と

つ
で

あ

る

。

竃

』

.
=
。
奪

8

宥

ω
』

Φ
〒

竃

咀
芝

.
O
冨

畜

8

は

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
の
発
達
と
社
会
科
学

の
学

問
的
位
置

づ
け
を

つ
ぎ

の
よ

　　

　

う

に

説

明

し

た

。

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ズ

ム

(ゴ
臼
自
m
三
ロゆ
ヨ

)
、

な

い

し

は

ヒ

ュ
ー

マ

ニ

テ

ィ
ズ

(汀

§

餌
乱

二
Φ
ω
)

は

、

歴

史

的

に

ル
ネ

サ

ン

ス
を
契
機

に
発

達

し

た
。

ル
ネ

サ

ン

ス
の
精

神

運

動

は

人
間

の
解

放

を

目
的

と
す

る
も

の

で

あ
り
、

中

世

封
建

制

度

の
重

圧

か

ら
人

間

を
救

い
だ

し
、

人

間
性

の
回
復

を

は

か

る
狙

い
が

あ

っ
た
。

そ

の
た

め

に
古

典

的

教

養

を
人

間

に
と

っ
て
必
須

の
条

件

と

考

え
、

こ
れ

を

フ

マ
一一
タ

ス

の
精

神

と

呼

び
、

尊

重

し

た
。

そ

れ

ゆ

え
、

古

代

ギ

リ

シ

ア

の
生

活

と

文
化

を
理

想

と

し
た
文

学
、

哲

学

、

政

治

学

、

倫

理

学

な

ど

の
研

究

が
進

行

し
、

人
間

性

の
再

興

が
と

な

え

ら

れ

た
。

ル
ネ

サ

ン

ス
期

を

へ
て
、

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ズ

ム
が
大

き

く

発

展

し

た

の
が

一
八
世

紀

の
ド

イ

ツ

の
反

啓

蒙

運
動

の
時

期

で

あ

っ
た
。

啓
蒙

思

想

を
象

徴

す

る
合

理

主

義

と

機
械

的

世

界
観

に

対

し

て
、

古
典

的

教
養

と
人

間

的

個

性

の
尊

重

が
主

張

さ

れ
、

知

識

の
真

の
屠
標

は
人

間

に

つ

い
て
知

る

こ
と

に
あ

り
、

ま

た
、

社

会

の
歴
史

的

循

環

を
理

解

す

る

こ
と

が
重

要

で
あ

る
と
説

か

れ

た
。

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
テ

ィ
ズ

は

こ

の
よ

う

に
自

己

の
手

に

よ

っ
て
内

面

を

探

究

す

る
人

間

の
力

を
信

頼

す

る
思

想

に
基

づ
く
。

近

代

の

ヒ

ュ

ー

マ

ニ
ズ

ム

の
思
想

の
な

か

で
は
、
♂
<

・
∪
岸

げ
①
《

の
解
釈

学

、
竃

・

出
Φ
置
①
器

霞

の
存

在

論
、

ζ

吻
QD
O
げ
巴
臼

の
人
間

学

、
界

冒

ω冨

『
ω

の
実

存

哲

学

な

ど

が
知

ら

れ

て

い

る
。

U
韓
ゴ
Φ
唄

の
分

類

を

応

用

し

た
自

然

科

学

と

人
間

科

学

(精

神

科

学
)

の
図
式

的

区

分

は

図

2

の
と

お
り

で
あ

る
。

図

2

に
関

し

て

つ
ぎ

の
諸

点

に
注

目

し
な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

ω
自

然

科

学

と

人

間

科

学

の
区
分

が
認

め

ら
れ

る
、

②

人

道

主

義

玲

(ゴ
暮

p。
三
$

ユ
鋤
巳
ωヨ
)

は
人
類

の
福

祉

と
幸

福

の
た

め

に
努

力



図2自 然科学 と人間科学の図式的描写

倫理的/宗 教的ヒユー一 ズム 雛 難

人道主義

人間科学自然科学

社会科学

(心理学,社 会学,人 類学)

人 文 科 学(ヒ ュ ー マ ニ テ ィ ズ)

(文 学,芸 術,歴 史,哲 学)

(出 典)E.C,Hirschman(ed.),InterpretiveConsumer

Research,ASSOCIATIONFORCONSUMER

RESEARCH,1989,p.32.

 

す

る
思

想

で
あ

り
、

倫

理

的

も

し
く

は

宗
教

的

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム

は
人

間

の
奉

仕

を
通

じ

た
自

己
実

現

に
焦

点

が

あ

る
、

㈹
純

粋

倫

理

あ

る

い
は
純

粋

宗

教

は
客

観

的

知

識

の
生

成

を
目

的

と

す

る
、

ω

社

会

科

学

は
自

然

科

学

と

人
文

科

学

(ゴ
¢
∋
o
巳
江
Φ
ω
)

の
中

間

に
位

置

づ

け

ら

れ

る
、

⑤

人

文

科

学

は
文

学
、

芸
術

、

歴

史

、

哲

学

と

い

っ
た
人

類

の
歴

史

的

お

よ

び
文

化

的

遺
産

に
関

係

す

る
。

=
o
ま
『
o
o
評

ら

に
よ

れ

ば

、

社

会

科

学

一
般

、

と

り

わ

け
消

費

者

研

究

の
な

か

で

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
テ

ィ
ズ

の
意

義

を
評

価

し
、

導

入

す

る
動

き

が
近

年

活

発

と
な

っ
て
き

た
。

製

品

の
象

徴

的
意

味

や

消

費

行

為

の
象

徴

性

の
解

明

は

こ
う

し

た
傾
向

の
反

映

で

あ

る
。

こ
の
ほ

か
、

消

費

体

験

を
人

生

の
主

要

な

関

心

の

メ

タ

フ

ァ
ー
と

仮

定

し

た

り
、

芸

術

的
表

現

と

し

て

の
人

生

を

消
費

体

験

と

の
関

連

で
探

究

し

よ
う

と
す

る
研

究

が
あ

る
。

こ
れ

ら

は
消

費

を

人
間

が

「
生

き

る
」

こ
と

と

の
か

か

わ
り

の
な

か

で
解

明

し

よ
う

と

す

る
特

色

が
あ

り
、

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
テ

ィ
ズ

と
消

費

者

研

究

と

の
接

点

を
探

る
も

の
で

あ

る
。

今

日

ま

で

の
消

費

者

研
究

は
行

動

の
可
視
的

部

分

を
対

象

と

し
、

そ

れ
を
自

然

科

学

的

方

法

を

応

用

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
探

究

し

て

き

た
。

し

か
し
、

消

費

象

徴

論

(O
O
昌
ω
§

も
岳
o
昌
ω
《
ヨ
ぴ
o
=
ωヨ
)

と

も
呼

べ

る
新

し

い
領

域

は
、

意
味

や
価

値

と

い

っ
た
消

費

者

の

主

観

的

部

分

を

対
象

と

し
、

表

現

、

メ
タ

フ

ァ
ー
な

ど

の
方

法

を

応

用

し

な

が

ら
人

間

と

し

て

の
消

費

者

を

ト

ー

タ

ル
に
研

究

す

る

特

色

が

あ

る
。

ま

た
、

旨

ピ
・
O
N
o
ロ
コ
Φ
・
い
.
〉
・
国
ロ
創
ω
o
づ
は
、

消

費

者

研
究

の

同

様

な

展

開

を
跡

づ

け

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

実

証

主

義

的

ア
プ

ロ

…

チ
と

解

釈

主

義

的

ア
プ

ロ
ー
チ

の
特

色

を
表

2

の
よ
う

に
要

約

(
8

)

し
た
。

そ

し

て
解

釈

の
プ

ロ
セ

ス
を

つ
ぎ

の
よ
う

に
示

し
た
。

ω

観

察

や
面

接

な

ど

に

よ

っ
て
解

釈

の
基

礎

(
テ

キ

ス
ト
)

を

つ
く

る
、

②

テ

キ

ス
ト

を
成

句

や
行

為

に
分

割

す

る
、

㈹

サ
ブ

テ

キ

ス
ト
ご

と

に
作

業

仮

説

と
解

釈

を

つ
く

る
、

ω

サ
ブ

テ

キ

ス
ト

の
解

釈

を

146



表2実 証主義者 と解釈主義者のアプ ローチ

基 本 仮 説

価値論:

主要 目標

存在 論'

現実 の性質

認識論:

生成知識

因果性 の見方

リサーチの関係

一 般 法 則
,予 測

に よ る 「説 明」

客観的,実 体的

単

断片化可能

区 分 可 能

決 定 論 的

反 応 的

法 則 的

時間に無関係

文脈か ら独立

真 の 原 因

二元論 分離

特権的観察

(出 典)EC.Hirschman(ed.),oρ.CZt.,p.3.

ク
ツ

的

数

イ
的

的

的

成

テ

構

ス

脈

意

進

会

リ

社

多

ホ

文

主

前

個 別 的

時間に関係

文脈依存的

複数同時形成

相互作用的,協 同的

非特権的観察

合

わ
せ

て
全

体

の
解

釈

を

つ
く

る
、

⑤

研

究
者

自

身

の
解

釈

と
代

替

的

解

釈

を
提

示

す

る
。

O
N
四
§

㌣

躍
&

。。
8

に

よ

れ

ば

、
実

証

主

義

の
な

か

で
は
、

デ

ー

タ
、

研

究

者
、

そ

し

て
方

法

が
実

証

主

義

者

の
仮

定

な

ら

び

に

一
般

化

、

研

究

者

の
客

観

性

、

さ

ら

に

注(
-

)
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㊤
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堕
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H
I
QQ
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(
2

)

本

章

の

以

下

の
説

明

は

つ
ぎ

の

も

の

に
基

づ

く

。

磯
〈
o
触5

m

もり
.
ピ
貯
O
o
ぎ

鋤
ロ
α

団
閃
o
コ

O
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O
ロ
げ
ρ
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職
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鉱
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ロ
ρ

一
昌
0

4
一
⑩
◎o
α
畳

(
3

)

『
哲

学

事

典

』

平

凡

社

、

一
九

七

一
年

。

(
4

)

前

掲

書

。

(
5

)

竃

凶
蔑

①
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昌

ピ
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冨
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<
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ω
℃
2
ρ

♪
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〇
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QQ
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(
6
)

塁

鑓

げ
Φ
g

o
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ざ

薗
コ
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e

"
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譜
鳶
§

ミ
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沁
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§
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目
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閃
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O
O
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¢
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国
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閑
国
ω
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》

幻
O
国
"
一
㊤
Q◎
㊤
.

柳

「
真

理

」

を
求

め

る
目
的

と
調

和

的

で
あ

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

解

釈

主

義

で
は
、

デ

ー

タ
、

研

究

者
、

理
論

、

そ

し

て
方

法

が
パ

タ

ー

ン
を

つ
く

り
、

現
実

に
関

す

る
多

く

の
異

な

っ
た
記

述

を
容

認

す

る
。



「聴 く」 ことの理論 と方法

(
7

)

以

下

の
説

明

は

つ

ぎ

の

も

の

に

基

づ

く

。
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(Φ
P
γ

奪

ミ

こ

℃
,

N
㊤
ム

ご

『
哲

学

事

典

』

平

凡

社

、

一
九

七

一
年

。

(
8

)

以

下

の
説

明

は

つ

ぎ

の

も

の

に
基

づ

く

。

言

一一Φ

ピ
.
O
鎚

目

Φ

鋤
巳

い
帥
霞

①
一
〉
巳

Φ
『
ω
8

=
巳

ω
o
P

..国
メ
,

℃
δ

「
貯
σq

冒

く
臼

ω
冒

ぎ

0
8

ω
賃
ヨ

窪

即
Φ
ω
o
胃

6
貫
、.
ぎ

同

○

躍
ヰ
ω
o
}旨

僧
昌

(①
α
・)
曽
&

ミ

こ
O
や

同
-
㊤
.

三

面
接
の
種
類
と
方
法

O

定
性
調
査

面
接

「
面
接

(イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
)
」
の
概
念

と
方

法

に

つ
い
て
は
今

日

ま

で
人

類
学
、
民
俗
学
、

社
会
学
、
社
会
言
語
学
、

心
理
学
な
ど

を
中

心

に
研
究

が
行

わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ

の
特
色

を
も

つ
研
究
成
果

が
認
め

ら
れ
(観
・

社
会

学
は
面
接

の
方
法

に
焦
点

を
お
き
、
体
系

化

や
分
類

を
行

っ
て
き
た
。

社
会

調
査

の
方
法

と
し

て
の
面
接

は
、

調
査
者

(面
接
者
)
と
被
調
査
者

(被
面
接
者
)

と

の
対
面
的

な

関
係

に
よ

る
言
語
交
換

(質
問

と
回
答
)

を

つ
う

じ
て
の
デ
ー
タ

の
収

集

で
あ
(解

ま

た

・

よ

り

一
般

的

に

は

、
「
人

と

人

と

が
、

一

定

の
場

所

に

お

い
て
、

直

接
、

顔

を
合

わ

せ
、

あ

る
目
的

を
も

っ

て
、

主

と

し

て
言

語

を

用

い
、

話

し
合

い
、

情

報

の
交

換

、

意

志

の
伝
達

、

相

談
、

問

題

の
解

決

な

ど

の
目

的

を
達

す

る
た

め

の
方

法
L
と
定
義

で
義

・
面
接

に
際

し

て
、

あ
ら
が
じ
め
決

め
ら
れ

た
順

序

で

一
定

の
質

問

を
行

い
、
調

査

員

が
回
答

を
記

入

す

る
も

の
を
指

示
的

面

接

(鳥
一同Φ
O
仲一く
Φ
一嵩
什①
触く
一Φ
≦
)
、

あ

る
程

度

の
質

問

項

目

は
想

定

す

る

が
、

相

手

の
状

況

に
応

じ

て
自

由

に
質

問

を
重

ね

て

い

く

も

の

を

非

指

示

的

面

接

(昌
。
阜
虫
「
Φ
。
二
く
Φ

一昌
什
79
一

く
δ
≦
)
、

両

者

の
中

間

的

性

格

の
も

の
を

半
指

示
的

面

接

と
呼

ぶ
。

指

示

的

面

接

は
標

準

化

面

接

(ω叶
四
コ
ユ
鋤
『
創
一N
Φ
伍

一昌
辞Φ
「<
一〇
ぐく
)

と

も
呼

ば

れ
、
つ
ぎ

の
よ
う

な

長

所

が

あ

る
。

ω

調
査

員

(面

接

老

)

の
個

人

差

に
よ

る
偏

り

が
少

な

い
、

②

質

問

に
お

け

る

こ
と

ば

の

エ
ラ

ー
を
回

避

で
き

る
、

㈹

同
答

者

の
表

現

の

ニ

ュ
ア

ン

ス
を
補

足

的

に
把

握

で

き

る
、

ω

ケ

ー

ス
と

ケ

ー

ス

の
比
較

が
可

能

と
な

る
。

一
方

、

非

指

示

的

面

接

は

非

標

準

化

面

接

(二
口
ω
邸
巳

母
阜

一N
Φ
α
ぢ
辞臼
≦
①
毛
)
、

あ

る

い
は
自
由

面

接

(h「Φ
Φ
一昌
梓Φ
『<
一Φ
♂く
)
と

も
呼

ば

れ
、

つ
ぎ

の
ご

と

き
長

所

が

あ

る
。

ω

問
題

を

よ

り
深

く

知

る

こ
と

が

で
き

る
、

②
事

象

を
広

範

な

社

会
的

文

脈

の
な

か

で

知

る

こ
と

が

で
き

る
、

③
事

例
的

調

査

に
有

効

で
あ

る
。

ま

た
、

半

指

示

的

面
接

は
、

若

干

の
面

接

ガ

イ

ド

を

つ
く

り
、

な

お

そ

の

上

で
深

い
質

問

を
行

う

こ
と

に
よ

っ
て
、

面
接

の
柔

勲

姓

を
保

持

し

な

が

ら
多
数

事

例

の
相

互

比

較

が

で
き

る
利

点

が

あ

る
。

さ

て
、

面
接

は
方

法

と

し

て

の
実

践

的

側

面

が
強

調

さ

れ

た
結

果
、

高

い
使

用
頻

度

に
も

か

か
わ

ら
ず

科

学

的

分
析

を
欠

き

、

理

論

面

の
整

備

が

十

分

で
は

な

い
と

い
わ

れ

る
。

Qo
.
訳
く
巴
Φ
は

心

.・
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浬
蝉

に
お
け

る

こ
う

し
た
状
況

の
原

因

を

つ
ぎ

の
よ
う

に
整

理

し
た
。
ω
会
話
と

し

て
の
面
接
は
複
雑

か

つ
多
様

で
あ

っ
て

一
般

理
論

を

つ
く

る

こ
と

が
難

し

い
、
②
面
接

は
サ
イ

エ
ン
ス
と

い
う

よ
り
も

ア
ー
ト

で
あ

る
と
認
識

さ
れ
る
、
㈲

そ

の
現
実
的
特
性

か

ら
方
法
論

の
対
象

に
な
り
難

い
と

み
な
さ
れ

る
、

ω
実
証
主
義

の

科
学
観

に
合
致

し
な

い
、

㈲
面
接

は
現
象
学
的

お
よ

び
解
釈
学
的

理
解

の
様
式

と
関
係

が
深

い
、
㈲
面
接

の
専
門
性

に
対
す

る
認

識

の
希
薄

さ
、
ω
社
会
的
調
査

に
対
す

る
政

治

の
抵
抗
。

そ
し

て
、

内
く
鉱
Φ
は
人

々
の
生
活

を
対
象

と
し
た
現
象

の
意
味

を
解
釈
す

る

た

め

の
面
接

の
必
要

性

を
指

摘

し
、

こ
れ

を
定

性

調

査

面

接

(ρ
億
巴
搾
碧
才
Φ
捲
ω①
碧
o
ゴ
繭三
Φ
署
冨
≦
)

と
呼
ん
だ
。

定
性
調
査
面
接

は

つ
ぎ

の
よ
う
な
特
色

を
も

つ
。

ω
対
象

の
生

活
世
界

を
扱

い
、

そ

の
中

心
的

テ
ー

マ
を
記
述

し
理
解
す

る

こ
と

を
目
的
と
す

る
、
②
中

心
的

テ

ー

マ
の
意
味

の
記
述
と
理
解

を

は

か
る
、

㈹
被
面
接
者

の
生
活

の
異
な

る
側

面

か
ら

で
き

る
だ
け
多

く

の

ニ

ュ
ア
ン
ス
を
得

る
、

ω
未
解

釈

の
記
述

を
入
手
す

る
、
励

状
況

や
行
為

の
記
述

の
特
定

性
を
尊
重
す

る
、
㈲
仮
定

を
も

た
な

い
記
述
を
入
手
す

る
、

の
面
接

は
特
定

の
テ

ー

マ
に
焦
点
を
あ

て

る
、
㈹
被
面
接
者

の
発
言

の
曖
昧

さ
を
容
認
す

る
、

㈲
被
面
接
者

の
説
明

や
意
味

の
変

更

を
認

め

る
、
⑩
面
接

者

の
感
受
性

に
よ

っ

て
内
容

が
変

わ
る
、
ω

面
接
者

と
被
面
接
者

は
相

互
作
用
を
す

る
、

働
被
面
接
者

に
と

っ
て
面
接

は
プ
ラ

ス
の
体
験

で
あ
る
。

定

性
調
査
面
接

の
記
述

か
ら
解
釈

に
至

る
局
面

は

つ
ぎ

の
よ
う

に
要
約

で
き

る
。
ω
被
面
接
者

が
自
発
的

に
行
為
、

考
え
な
ど
を

記
述

す
る
、
②
被
面
接
者

が
体
験

や
行
為

の
な

か
に
新

し

い
関
係

や
意
味

を
発
見
す

る
、
㈹
面
接
者

が
記
述

の
意
味

を
解
釈

し
、
被

面
接
者

に
確
認

を
求

め
る
、

ω
完

成

し
た
面
接

を
面
接

者
あ

る
い

は
第

三
者

が
解
釈
す

る
、

㈲
解

釈
を
被
面
接
者

に
戻

す

こ
と

に
よ

り
内
容

を
補
強
す

る
、

㈲
面
接

に
よ
る
洞
察

に
基

づ
き
被
面
接
者

が
行
為
す

る
。

分
析

と
解
釈

の
理
論
的
接
近

の
た
め

に
現
象
学

や
解

釈
学

の
成

果

を
応
用
す

る

こ
と
が
で
き

る
。
解
釈
学

か
ら
抽
出

で
き

る
意
味

解
釈

一
般

の
規
範

は

つ
ぎ

の
と
お
り

で
あ
る
。
ω
部
分

と
全
体
を

往
復

し
な

が
ら
理
解

を
深

め

る

(螺
旋

的
解

釈
)
。
全
体

の
直
観

的
理
解

に
基

づ
き
部
分

の
解
釈
を
行

い
、

そ
れ
ら
を
再

び
全
体

に

関
連

づ
け
る
。
②
解
釈
は
面
接

の
な

か
の
異
な

っ
た

テ
ー

マ
の
意

味

が
パ
タ
ー

ン
を
形
成
し
、
矛
盾

の
な

い
統

一
に
変
化
す

る

(ゲ

シ

ュ
タ

ル
ト
)

ま

で
続

け
る
、
㈹
部
分
的
解
釈

を
テ
キ

ス
ト
の
全

体
的
意
味
、

あ

る
い
は
同

一
の
著

者

の
他

の
テ
キ

ス
ト

に
照
ら
し

て
検
証
す

る
、
ω
面
接

の
解
釈

は
発

言

の
内
容

に
即
し

て
行
う
、

㈲
面
接
者

は
テ
ー

マ
に
関

す

る
広
範

な
知
識
を
必
要

と
す
る
、
ω

面
接

の
問

い
や
解
釈

の
前
提
と
な

る
条
件
を
知

る
、
の
新

し

い
ニ

コ
ア

ン
ス
や
関
係

を
明
ら
か
に
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
解

釈

の
強
化

や
拡
大

を
期
待
す

る
。

国
く
巴
Φ
に
よ
れ
ば
、
市
場
調

査

の
な

か

の
深
層

面
接

(儀
8

夢

ぎ
8
署
融
≦
)

や
動
機
面
接

(ヨ
O
梓一く
Φ
一昌
けΦ
「<
一Φ
≦
)
は
以
上

の
こ

149



「聴 く」 ことの理論 と方法

と

き
定

性

調

査

面

接

と

関
連

し

て

お

り
、

こ
れ
ら

に
よ

っ
て
、

製

品

の
表

層

的

意

味

の
背

後

の
隠

れ

た
意

味

が
明

ら

か
と

な

る

こ
と

が

あ

る
。

例

え

ば
、

車

は
輸

送

の
手

段

で
あ

る
ば

か

り

で
は
な

く
、

名

声

や
パ

ワ
ー
な

ど

の
象

徴

で
も

あ

る
。

⇔

ク

リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

面
接

者

と
被

面
接

者

の
協

力

作

業

に
よ

っ
て
生
活

体

験

の
深

層

を
探

る

こ
と

を

目
的

と

し

た
定

性

面

接

の
な

か

に

ク

リ

エ
(召

テ

ィ

ブ

・
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

(臼
$

口
く
Φ

ヨ
け霞
≦
Φ
惹

p
σq
)

が

あ

る
。

こ

れ

は

一
・
∪
・
U
o
¢
σq
冨
ω
の
社
会

調

査

の
な

か

か
ら
提

唱

さ

れ

た
方

式

で
あ

り
、

彼

は

こ
れ

を

「
常

識

と

体

験

の
企

て
」

と

評
価

し

た
。

ク

リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン
タ

ビ

ュ

ー

は

彼

の

つ
ぎ

の

よ

う

な

「
生

」

に
対

す

る
哲

学

と
学

問

的

認

識

を
基

礎

に
誕

生

し

た
。

人

間

の
生

活

は

「
部

分

的

に
位

置

づ

け

ら

れ

て

い

る

(b
母

、

二
⇔
ξ

ω
凶ε
鉾

Φ
血
)
」

と

の
見
方

に

よ

れ
ば
、

人
生

を
完

全

に
予

測

す

る

こ
と

は

不

可
能

で
あ

り
、

決

定

や
行

為

に

お
け

る
人

間

の
自

由
意

志

と
責

任

の
所

在

を
認

め

る

こ
と

が

で
き

る
。

こ
れ

に
対

し

て
合

理

主
義

-

科

学

主
義

(「
餌
什一〇
コ
餌
一凶ω
ヨ
ーω
O
一Φ
一口
叶一ω巳
口
)

は

予

測

可
能

性

に
高

い
信

頼

を

お
く
。

こ
う

し
た
絶

対
主

義

的

立

場

は
社

会

科

学

の

ア

ン
ケ

ー
ト
調

査

の
基

礎

を
成

す

も

の

で
あ

る
。

ア

ン

ケ

ー
ト
方

式

は

個

人
的

要

因

や
状

況

的

要

因

へ
の
配
慮

を
欠

い

て

お

り
、

こ
れ

ら

に
注

目

す

る

こ
と

は
科

学

の
方

法

的
規

範

を

お

か

す

と

考

え

て

き

た
。

し

か
し
現

実

に
は

ア

ン
ケ

ー
ト
調

査

は
予

測

不
能

な

要

因

に
影

響

さ

れ

る
場

合

も

あ

り
、

ま

た
内

容

や
質

問

者

の
特

性

が
回

答

に
重

大

な
影

響

を
与

え

る

こ
と

も

あ

る
。

そ
れ

ゆ

え

回
答

に
誤

解

や
虚

偽

の
情

報

が
寄

せ
ら

れ

る

こ
と

も

あ

る
。

日

常

世

界

の
社

会

学
、

深
層

心

理

学
、

参

与
的

観

察

、

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ズ

ム

の
面

接

法

な

ど

は
人

生

は
部

分
的

に
位

置

づ
け

ら

れ

て

い
る

と

い
う

哲

学

を
基

礎

と

し

て

い
る
。

ク
リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
は
面

接

の
状

況

(ω
騨
§

江
o
口
)

と
、

そ

の
内

容

へ
の
影

響

を
考

え

る
。

か

か

る
理
解

を
基

礎

に
人

間

に
関

す

る
真

実

の
発

見

の
た

め

に
面

接

方

法

を

工

夫

す

る
。

状

況

に
応

じ

て

ア
プ

ロ
ー
チ

を
柔

軟

に
変

更

し

な

が
ら

面

接

を
継

続

す

る
点

に
当
該

方

法

の
特

色

が

あ

る
。

ま

た
、

人

間

が
自

己

を
知

る

こ
と
、

な

ら

び

に
他

人

と

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
で
問
題

を

か

か
え

て

い
る
際

に

ク
リ

エ
イ

テ

ィ

ブ

・
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

の
真

価

が
発

揮

さ

れ

る
。

エ
モ
ー

シ

ョ
ン
に

関

す

る
質

問

に
対

し

て
人

は
必
ず

し

も
正

直

に
自

分

の
気

持

ち

を

表

現

す

る
と

は

限

ら

な

い
。

こ
う

し
た

場
合

に
、

ク

リ

エ
イ

テ

ィ

ブ

●
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
は
被

面

接

者

と

友

好
的

関

係

を
強

化

す

る

こ

と

に
よ

っ
て
体

験

や

コ
ン
テ

ク

ス
ト

に
基

づ

く
解

釈

を
試

み

る
。

と

り

わ

け
面

接

者

は

つ
ぎ

の
点

に
注

意

を
払

い
、

質

的

充

実

を

は

か

る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

ω

広

い
体

験

を

も

つ
、

②
体

験

を

よ

り
開

か

れ

た
態
度

で
学

習

す

る
、

㈹
体

験

の
意

味

の
理
解

に

エ

モ

ー

シ

ョ
ナ

ル

に

コ
ミ

ッ
ト

す

る
。

つ
ぎ

に

ク

リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

の
詳

細

を

「
聴

150
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く
L

方

法

に
焦

点

を

お

い

て
説

明

し

た

い
。

ク

リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
を

実

施

す

る
う

え

で
面

接

者

に
要

求

さ

れ

る
重

要

な

条

件

が

「
聴

く
」

行

為

へ
の
徹

底

で

あ

る
。

面

接

者

は

被

面
接

者

に
従

っ
て
面

接

を
進

行

さ

せ
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

こ
れ

を

低

位

的

プ

ロ
フ

ィ

ー

ル

・
ス
タ

ン

ス

(一〇
≦

鷺

o
語
Φ
ω
貯
嵩
o
Φ
)
と

呼

ぶ
。

現

実

の
面

接

に

お

い
て
見

ら

れ

る
面

接

者

の
優

越

的

、

あ

る

い
は
自

己

の
才
気

や
知

識

の
誇

示

に

よ

る

自

己

満

足

的
態

度

は
最

も

避

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

そ

し

て
、

面
接

者

は
感

受

性

と
感

情

移

入

に
よ

り
聴

く

こ
と

が
重

要

で
あ

る
。

ク

リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

に
聴

く

た

め

の
条

件

は

つ
ぎ

の
と

お

り

で
あ

る
。

ω

感

受

性

を

も

つ
、

②

オ

ー
プ

ン
な
親

密

さ
を

示

す
、

㈹

他

人

に

心

か

ら
関

心

を
も

ち
暖

か

い
心

く

ば

り

を

す

る
、

ω

と

り

あ
え

ず

他

人

の
体

験

や
精

神

を
受

け

入

れ

る
。

し

か

し
、

他

人

の
体

験

の

過
度

の
受

容

は

面
接

者

が
身

動

き

の
と

れ
な

い
状
態

に
陥

る
危

険

性

が

あ

る
。

イ

ン
タ

ビ

ュ
…

の
際

の
対

象

の
選

定

を

ク

リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
サ

ン

フ
リ

ン
グ
と

称

す

る
。

こ
の
た

め

の
経

験

則

と

し

て

つ
ぎ

の
ポ

イ

ン
ト

を
指
摘

で
き

る
。

ω
市

場

調

査

は
確

率

論

を
応

用

し

て
大

量

の
人

間

を
対

象

と

す

る

が
、

現

象

が
人

間

の
本
質

に

か

か
わ

る

事

柄

で
あ

れ
ば

少

数

の
人

間

を
掘

り
下

げ

て
探

究

す

る

こ
と

が
望

ま

し

い
、

②
新

し

い
事

実

が
発

見

で
き

る
ま

で
探

索

を
継

続

す

る
、

㈹

事

実

の
糸

口
が
消

失

し

た

場
合

に
は
発

見

し

た

パ

タ

ー

ン
に

は

適

合

し
な

い
ネ

ガ

テ

ィ
ブ

な
事

例

を
積

極

的

に
捜

す
。

被

面

接

者

へ
の
接

近

の
た

め

に
は
、
尊

敬

の
気

持

ち

と
協

力
的

態

度

に

よ

っ
て
相
手

を
理

解

し

よ
う

と

す

る

こ
と

が
大
切

で
あ

る
。

面
接

は
真

実

を
知

る
た

め

の
方

法

で
あ

る

こ
と

を
認

識

し
、

処

理

す

べ

き
業

務

と
考

え

て
は

な

ら

な

い
。

被

面

接

者

は
対

象

と

い
う

よ

り
も

人

間

と

し

て
尊

重

さ

れ

る

べ

き

で
あ

る
。

面

接

者

は
良

い

第

一
印

象

を
与

え

る

こ
と

が

で
き

る

よ
う

に
被

面

接

者

へ
の
心
配

り
を

示

し
、

軽

い
話

題

か
ら

本

題

へ
と

展
開

を

工
夫

し

て

い
く

こ

と

が
必
要

で
あ

る
。

被

面

接

者

と

の
関
係

の
強

化

の
た

め

に
は

つ
ぎ

の
諸

点

に
注

意

す

る

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

第

一
に

ヒ

ュ
ー

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

(げ
2

ユ
ω岳
o
)

に
面

接

を
進
行

さ

せ

る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

探

索

的

に
面

接

を
行

う

こ
と

に
よ

っ
て
機

動

性

が
高

ま

る
利
点

を
享

受

で
き

る

が
、

こ
の
場

合

、

被

面

接

者

に
そ

の
人

生

を

理
解

す

る

う

え

で
重
要

と
考

え

ら

れ

る
も

の

に
は
す

べ

て
関

心

が

あ

る

こ
と

、

な

ら

び

に
面
接

の
内

容

は
進

行

に

よ

っ
て
変

わ

る

こ
と

を
伝
達

す

る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

同

時

に
、

被

面
接

者

は
自

由

意
志

を

も

っ
た
、

創

造
的

で
、

責

任

の

あ

る
、

ま

た
知

的

人

間

と

し

て
尊

重

さ
れ

る

こ
と

を
伝

え

な

が

ら
、

時

間

の
経

過

を
追

っ
て
、

必
要

で
あ

れ
ば

前
後

し

て
事

実

を
確

認

す

る
。

第

二

に
被

面
接

者

と
良

好

な
親

密

さ

(貯
鉱
ヨ
m
o
賓
)

を
醸

成

す

る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

科

学
的

で
あ

る
た

め

に
は

対
象

と

距
離

瑚

を

お

い

て
独

立

的

に
考
察

を
進

め

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
と
考

え

ら



「聴 く」 こ との理論 と方法

れ

て
き

た
。

こ
れ

に
対

し

て

ク
リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

で
は

可
能

な
限

り

迅
速

に
対

象

と

の
精

神

的

一
体

化

を

は

か

る
。

こ

の
た
め

の
方

法

が
救
命

艇

面

接

(一一h①
げ
O
騨ρ
什
一コ
什Φ
「
く
一Φ
≦
)

で
あ

る
。

面

接

者

と

被

面

接

者

を
大

海

に
漂

う
救

命

艇

に
擬

し

た
状

況

に
置

く

こ
と

に

よ

っ
て
両

者

の
間

に

一
体
感

を
醸

成

し
、

通

常

は

明

ら

か

に
さ

れ

な

い
相

手

の
心
を

知

ろ
う

と

す

る
方

策

で
あ

る
。

調
査

は
、

電

話

が
な

く
、

訪

問

者

も

い
な

い
と

い

っ
た

日
常

世
界

か
ら
隔

絶

さ

れ

た
場

面

を
物

理
的

に
創

造

す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、

被

面

接

者

の
情

報

の
漏

洩

に
対
す

る
不
安

を
除

去

し

て
実

施

さ

れ

る

。第

三

に
被

面

接

者

に
人

間

的
暖

か

さ
を

も

っ
て
接

触

し
、

心

の

交

わ

り

(ω
o
巳
δ
o
ヨ
ヨ
仁
巳
8

)

に
努

め

る

こ
と

が

必

要

で

あ

る
。

心

の
暖

か
さ

は

目

を
中

心

と

し

た
表

情

か
ら

に
じ

み
出

る
と

い
わ

れ

る
。

過
度

の
表

現

を
慎

し

み
、

面

接

者

の
本

当

の
感

情

、

友

好

、

心

配

り
、

喜

び
な

ど

を
表

現

し
、

共

有

す

る

こ
と

が
大

切

で
あ

る
。

と

り

わ
け

つ
ぎ

の
三
点

に
心

が

け

る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

①

誠

実

(自

己

に
正
直

で

あ

る

こ
と
)
、
②

友

好

的

親
密

さ

(開

放

性

と

自

己

の
共

有

)
、

③

暖

か
さ
。

第

四

に
被

面

接

者

と

の
関

係

を

支

配

と
服

従

に
変

化

さ

せ

な

い

よ

う

に
す

べ

き

で
あ

る
。

医

療

の
な

か

で
、

医
師

は
患

者

に
理
解

で
き

な

い
専

門

的

知

識

を

も

ち
、

一
方

患

者

は

そ

れ

に
従
属

す

る

関

係

が
認

め

ら

れ

る

が
、

こ
れ

は
科

学

と
官

僚

制

の
弊

害

と

も

い

え

る
。

か

か

る
関

係

は
面

接

の
な

か

で
創

造

的

所

産

を
期

待

で
き

な

い
。

面

接

は
友

好

性

を
基

礎

と

し

た
価
値

の
交

換

を
原

則

と

し

て
行

わ

れ

る
べ
き

で
あ

る
。

こ
れ
を
補

完

的

な

互

恵

主
義

(器

∩
幣

b
「
o
o
凶昌

)

と
呼

ぶ
。

第

五

に
被

面

接

者

と

の
関

係

は
慎

重

に
築

き
上

げ

て

い
く

こ
と

が
必

要

で

あ

る
。

こ
の
た

め

に
は
極
端

に
走

ら

な

い

こ
と

が
重

要

で
あ

る
。

経

験

の
浅

い
面

接

者

は
熱
意

の
あ

ま

り
早

い
段

階

か
ら

相

手

と

強

い
結

び

つ
き

を

つ
く

ろ
う

と
焦

る
傾

向

が

あ

る
。

一
方

、

被

面

接

者

の
な

か

に
は

不
自

然

に
急

い
で
親

し

い
態

度

で
話

を
自

ら
切

り

だ

し

て
く

る
者

が

い
る
。

い
ず

れ
も
危

険

な
方

法

で
あ

り
、

成
果

は
最

終

局

面

に

お

い
て
結
実

す

れ
ば

よ

い

こ
と

を
知

ら

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
。

面
接

は

被
面

接

者

の
記

憶

に
依
存

す

る
が
、

面

接

者

は

相

手

が

積

極

的

に
表
現

し

な

い
も

の
、

と

り
わ

け

人
生

の
初

期

段

階

で

の

抑

圧

さ

れ

た
記
憶

に
注

目

す

る
必
要

が
あ

る
。

こ
れ

は
合

理

性

で

は
処

理

で
き
な

い
心

理
的

実

体

で
あ

る

こ
と

が
多

く
、

宇

宙

の
ブ

ラ

ッ
ク

ホ

ー

ル
に
も

た

と

え

ら

れ

る
巨

大

な

パ

ワ
ー
を

も
ち

、

自

我

の
深

層

に
強

い
影

響

を
与

え

る
。

社

会

の
平

均

的

行
為

形

態

か

ら

は
ず

れ
た

逸
脱

行

動

は

こ
う

し
た
意

識

の
潜

在

的

信
号

で
あ

る

場

合

が
多

い
。

⇔

精

神

医
学

的

面

接

調

査

的

面

接

法

(「
Φ
ω
Φ
費

o
げ

ω
霞

く
Φ
《

凶葺

Φ
「
<
δ
≦
冒
σq

ヨ
簿
7
0
ユ
)
が
多

人
数

か

ら
情

報

を
収

集

す

る

こ
と

を
目

的

に
、
調

152
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査

員

が
調

査

票

に
基

づ

き

面
接

に
よ

っ
て
デ

ー
タ
を
収

集

し
、

処

理

す

る

方

法

で

あ

る

の

に
対

し
、

臨

床

的

面

接

法

(o
鵠
該
o
巴

貯
竃
署

δ
≦
貯
αq
ヨ
①
誓
o
α
)
は
、
な

ん

ら

か

の
問

題

や
症

状

な

ど

に

よ

っ
て
動

機

づ
け

ら

れ

た
、

治

療

と

い
う
目

標

で
行

わ

れ

る
面
接

で
あ

り
、

カ
ウ

ン
セ
リ

ン
グ
、

心
理
療

法

に
用

い
ら
れ

る
。

臨

床

的

面

接

法

に
は
、

Qっ
・
閃
お

&

の
精

神

分
析

法
、

国
嘩
ω
・
Qっ
色

貯
毬

学

派

の
対

人

関

係

法

、
○

幻
o
伽q
臼
ω
学

派

の

ク

ラ
イ

エ

ン
ト

中

心

　
お

　

げ

法

な

ど

が

あ

る
。

わ

れ
わ

れ

の

「
聴

く
」

こ
と

の
理

論

と
方

法

が

消

費

者

の

「
生

」

に

か

か
わ

る
諸

問

題

を
対
象

と

す

る

こ
と

を
前

提

と

す

れ

ば
、

こ
う

し

た
精

神

医

学

的

面
接

の
方

法

は

示
唆

に
富

む

。土

居

健

郎

は
、
傍

観

者

の
立

場

を
超

え

て
相

手

の
心

が

こ
ち

ら

に
伝

わ

る

よ
う

に
、

し

か

も

伝

え

ら

れ

た
も

の
を
伝

え

ら

れ
た

ま

ま

に
受

け
取

る

こ
と

が
面

接

の
本

質

的

目
的

で
あ

る
と

し

た
。

そ

し

て
、
錨

接

を
実
施
す

る
た
め

の
方
法
的
要
諦

を

つ
ぎ

の
ぜ
芝

く

説

明

し

た
。

第

一
に
被

面

接

者

の
気

持

を
汲

む

エ
ン
パ

シ

ー

(Φ
日
冨

辞
ξ

)

が
面
接

老

に
要

求

さ

れ

る
。

被

面
接

者

が
心

を

閉

ざ

し

て

い

る
場

合

に
は
、

言

語

化

で
き

な

い
心
情

を
沈

黙

の
な

か

に
察

す

る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

同

情

の
押

し
売

り

で
は

な

く
、

被

面

接

者

の
感

情

に
対

し

て
畏

敬

の
念

を

も

た

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

そ

し

て
面

接

者

は

権
威

の
所

在

を

明

ら

か

に
し
、

面

接

の
目

的

や
責

任

の
あ

り
方

を

明

示

す

る
。

第

二

に

「
理
解

」

を

目
的

と

し

て
面

接

を
進

め

る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

日
常

的

な
意

味

で

の

「
わ

か

る
」

は
、

そ
れ

が
前

以

て

馴

染

ん

で

い
た
も

の
と

同

類

と
認

識

で
き

る

こ
と

で
あ

る

が
、

実

は

「
わ

か

ら
な

い
」

こ
と

が
見

え

て
来

る

こ
と

が

「
わ

か

る
」

こ

と

の
本
質

で
あ

る
。

面

接

の
ポ

イ

ン
ト

は

こ
う

し

た

「
わ

か
ら

な

い
」

と

い
う
感

覚

の
獲

得

に

あ

る
。

こ
の
所

在

が
明

ら

か
と

な

り
、

そ

し

て
新

し

い
視

野

が
開

か
れ

る
時

、

理
解

は

一
段

と
深

ま

る
。

面
接

の
な

か

で

の

「
わ

か
ら

な

い
」

問

題

点

は
、

否
定

的

な

価
値

判

断

が
伝

わ

ら

ぬ

よ
う
配

慮

し
な

が

ら
相

手

に
伝

え
、

協

力

的

に

解

答

を
も

と

め

る
。

こ
の
よ
う

に
、

面

接
者

の
問

題
意

識

と

本

人

の
参

加

に
よ

っ
て
緊

張

を

は
ら

ん

だ

面
接

が
進

行

す

る
。

解

釈

は

あ
く

ま

で
仮

説

的

了

解

に
す

ぎ

な

い
。

第

三

に
相

手

の
話

を
聞

く
際

に

は
、

話

す

ま

ま

を
聞

く

の

で
は

な
く

、
内

容

を
時

間

の
中

に
配

列

し
直

し

て
、

ス
ト

ー
リ

を
読

む

よ
う

に
聞

く

と
効

果

的

で
あ

る
。

こ
う

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
被

面

接

者

の
精

神

状

態

を

よ

り

よ
く

理
解

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

第

四

に
面

接

を

通

じ

て
見

た

り
、

聞

い
た
り

し

た
内

容

を
深

く

洞
察

し
、

言

語
化

す

る
作

業

を
繰

り
返

し
行

い
、

面

接

者

と

し

て

の
客

観

的

認

識

を
育

て
る
。

面

接

者

が
相

手

に
調

子

を
合

わ

せ
共

振

れ
す

る

こ
と

は
、

両

者

の
間

で
意

志

の
疎

通

の
よ
う

に

み
え

て
、

実
際

に
は
新

し

い
発

展

は
何

も
期

待

で
き
な

い
場

合

が
多

い
。

面

接
者

は
相

手

と

の
接
触

に
よ

っ
て
引

き
起

こ
さ

れ

た
内

心

の
変

化

の
意
味

を
洞

察

し
、

そ

れ

を
認

識

に
ま

で
高

め

る

こ
と

が
必

要

で
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あ

る
。

そ

し

て

こ
れ

を
相
手

に
問

い

か
け
、

反

応

を
確

認

す

る
。

か

か

る
理

解

が
本

質

を
突

い
た
時

に
面

接

者

と
被

面

接

者

の
間

に

真

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
が
成

立

す

る
。

以

上

の
ご

と

く
、

エ

ン
パ

シ

ー
と
、

科

学

的
方

法

に
基

づ

く
客

観
的

認

識

を
組

み
合

わ

せ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

対
象

の
異

質

性

を

発

見

し
、

そ

の
地

平

を
開

拓

す

る

こ
と

に
面

接

の
方

法

的

ポ

イ

ン

ト

が

あ

る
。

そ

し

て
、

こ
れ
ら

は
人

間

を

理
解

し

よ
う

と

す

る

あ

ら

ゆ

る
知

的

試

み

に
広

く

応

用

可
能

で
あ

る
。

ま

た
、
ω
巳
=
<
き

は
対

人

関
係

法

を

中

心

と

し

て
精

神

医

学

を

論

じ
、

相

手

を

「
知

る
」

た

め

の
面

接

の
意

義

と

方

法

を

説

明

」

磁
。

彼

は

分

裂
病

患
者

の
治

療

の
な

か
か

ら
、

彼

等

が

言

語

を

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ
ン
の
手

段

と

し

て

で
は

な
く

自

己

防
衛

の
手

段

と

し

て
使

う

こ
と

を
発

見

し

た
。

そ

し

て
、

面

接

を
成

功

さ

せ

る
た

め

に
は
、

言

葉

よ

り
も
身

振

り

や
声

の
調

子

に
よ

る
伝

達

の

ほ

う

が
有

効

で
あ

る
場

合

が

あ

る

こ
と
、

そ
し

て
、

面

接

者

が
被

面

接
者

の
必
要

に
敏

感

に
反

応

し
、

し

か
も

被

面
接

者

の
自

己
評

価

を

下

げ

る
よ

う

な

こ
と

を

一
切

し

な

い

こ
と

が
必
要

で
あ

る
と

指

摘

し
た
。

彼

に

よ

れ
ば
、

面

接

の
な

か

で
最

も

重

要

な

こ
と

は
、

相
手

を
表
裏

な
く
真
剣

に
尊
重
露

態
度

で
あ
り
、
正
直

で
飾
ら

な

い
敬

意

を
表

明

す

る

こ
と

で

あ

る
。

こ

の
よ

う

に
、

精

神

医

学

的

面

接

は

、

言

語
的

な

ら

び

に
非

言

語
的

手

段

に
よ

る
表

現

を
中

心

に
、
「
聴

く
」
こ
と

へ
の
徹

底

が
対

象

と

の
関
係

の
強

化

を
招

き
、
"
理
解

L
を
創

造

す

る

こ
と

を

明

ら

か

に

し

た

。

ま

さ

に
被

面

接

者

の
表

現

を

全

身

を

あ

げ

て

　ロ

　

く

L

こ
と

に
成

功

の
鍵

が

あ

る

と

い

え

る

。

「
聴

注(
1
)

O
冨

ユ
Φ
ω

炉

じロ
ユ
ぴq
αq
ω
鴇
卜
驚黛
§

篤鑓

ぎ

ミ

な

蕊
鯉

〇
四
ヨ
、

げ
ユ
α
σq
Φ
d
巳
く
Φ
拳
一蔓

℃
「
Φ
ω
ω
し

㊤
Q。
①
.

(
2
)

北

川

隆

吉

(監

修

)

『
現

代

社

会

学

辞
典

』

有

信

堂

高

文

社

、

一
九

八

四
年

、

八

五
ペ

ー
ジ
。

(
3
)

依

田
新

(
監

修
)

『
新

・
教
育

心
理

学
事

典

』
金

子
書

房

、

一

九

八

八
年

(
四
版

)
、

七

三

八

ペ

ー
ジ
。

(
4
)

日

本
教

育

社

会

学

会

(
編

)
『
新

教

育

社

会

学

辞

典
」
東

洋

館

出

版

社

、

一
九

八

六
年

、

八

一
四

～
八

一
五

ペ

ー
ジ
。

(
5
)

北

川

隆
吉

(監

修

)

前

掲

書

、

お

よ

び
日
本

教

育

社

会

学

会

(
編

)

』削
掲

童
日。

(
6
)

本

節

の
以

下

の
説

明

は

つ
ぎ

の
も

の
に
基

づ

く
。

ω
9
冒
霞

閑
く
巴
ρ

..↓
ゴ
①

O
ロ
巴
凶冨
自
<
①

幻
①
ω
Φ
g。
「
o
げ

一暮
臼

-

≦
Φ
≦

一
〉

℃
冨

8

白
魯

⊆
o
αq
貯
釦
一

碧

α

餌

=
R
ヨ
四
器

旨

一〇
巴

]≦
o
α
Φ
o
h
d
嵩
匹
Φ
『
ω
巳
口
巳
コ
σq
㌔
こ

〇
ニ
ヨ

巴

o
噛
勺
ゴ
9

0
ヨ
8

0
一〇
σq
聴

8

一
℃
ω
鴇

げ
o
一〇
尊

"
<
o
一
」
恥
}
Z
o
』

レ

㊤
。。
ω
●

(
7
)

本

節

の
以

下

の
説

明

は

つ
ぎ

の
も

の

に
基

づ

く
。

冒

o
犀
U
・
∪
2

αq
冨
ρ

6
越
ミ
㍉竃

ミ

鷺
ミ
暗
ミ

薦

噂
ω
譜

Φ
勺
暮

F

O
讐
凶O
ロ
9

ぎ
O
こ
一
¢
㏄
9

(
8
)

依

田
新

(
監

修

)
前

掲
書

、

七

三

八
～

七

三

九

ペ

ー
ジ
。

(
9
)

土

居
健

郎

『
方

法

と

し

て

の
面

接

』

医

学
書

院
、

一
九

七

七

年

。
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(
10
)

躍
㊤
頃
団
ω
$
鼻

Q。
巳
一凶毒

P

憲

軸
穿

評
替
ミ

ら
ミ

村
ミ
画§

鴇

♂
<
・
毫

・
2
0
降
8

俸

O
o
ヨ
9

ξ

謬
P

一
り
緯

(中

井

久

夫

他

共

訳

『
精

神

医

学

的

面
接

』

み
す
ず

書

房

、

一
九

八

六
年

。
)

(
11
)

奪
ミ

.
(
前
掲

書

、

三

～

一
五

ペ

ー
ジ
。
)

(
12

)

久

留

一
郎

(編

)

『
臨

床

援

助

の
心
理

学
』
北

大

路

書
房

、

一

九

八
九
年

、

一

一
四

ペ

ー
ジ
。

四

む

す

び

理

解

を
創

造

す

る
た

め

の

「
聴

く
」

行

為

の
理

論

と
方

法

は
学

問

の
対
象

と
方

法

に
よ

っ
て
多

様

な
展

開

を

み

せ

て
き

た
。

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

・
イ

ン
ク

ワ
イ

ア
リ

ー

は
脱

実

証

主

義

的

性

格

を

も

ち
、

研

究

者

が
対

象

に
操

作

的

意

図

を

も

た

な

い

こ
と

、

な

ら

び

に
結

果

に

ア

・
プ

リ

オ

リ
な
単

位

を
課

さ

な

い

こ
と

を
特

色

と

す

る
。

実

証
主

義

は

も

と

も

と
自

然

科

学

の
方

法

と

そ

の
哲

学

へ
の
敷
延

を

さ
す

た

め

に
用

い
ら

れ

た
用

語

で
あ

り
、

知

識

の

対

象

を

経

験
的

所

与

た

る
事

実

に
限

り
、

自
然

科

学

の
方

法

と
成

果

に
よ

っ
て
物

理

的

、
精

神

的

現

象

世

界

の
統

一
的

説

明

を

目
的

と

す

る
。

と

り

わ
け

ウ

ィ
ー

ン
学

団

の
論

理
実

証

主

義

は
時

代

を

画

す

る
方

法

論

を

形

成

し

た
。

し

か
し
、

実

証

主

義

に
対

し

て
は
、

内

生

的

研

究

の
排

除
、

内

部

(主

観

)

的

視

点

に

よ

る
研

究

の
欠

如

と

い

っ
た
批

判

が
認

め

ら

れ

る
。

実

証

主
義

の
前
提

は

つ
ぎ

の

五
点

で
あ

る
。

ω

単

一
の
現

実

、

②

研

究
者

と
対

象

の

二
元
論

、

㈹

一
般

化

、

ω

因

果
連

鎖

、

㈲
価

値

か
ら

の
自

由

。

こ
れ

に
対

し

て
、

ナ

チ

ュ
ラ

リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

・
パ

ラ
ダ

イ

ム

の
原

理

は

つ
ぎ

の

と

お
り

で
あ

る
。

ω

複
数

の
構

成

さ

れ

た
現

実

、

②

研
究

者

と
対

象

の
不

可
分

性

、

㈹

作
業

仮

説

、

ω

原

因

と

結

果

の
相

互

的

同

時

的

形

成
、

⑤
価

値

の
介

入
。

ナ

チ

ュ
ラ
リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

・
イ

ン
ク

ワ
イ

ア
リ

ー
は
対
象

の
あ

り

の
ま

ま

の
文

脈

の
な

か

で
行

わ

れ
、

研

究

者

自

身

も

コ
ン
テ

ク

ス
ト

に
組

み
入

れ
ら

れ

る
。

デ

ー
タ

の
収

集

は
人

間

を
媒

介

と

し

て
行

わ

れ

る

こ
と

が
多

い
。

こ

の

た

め

に
面

接

(
イ

ン

タ

ビ

ュ

ー
)

が
実

施

さ

れ

る
。

探

究

は
言

語

で
表

現

さ
れ

た
命

題

知

の
み

な

ら
ず

、

体
験

に
よ

る
暗

黙

知

を
活

用

し

て
行

わ

れ

る
。

サ

ン
プ

リ

ン
グ

は

統
計

的

基

準

で
は
な

く
情

報

の
内

容

に
基

づ
く
。

デ

ー

タ

の
分

析

は
帰

納

法

に
よ
り
、

検

証

す

べ

き
作

業
仮

説

や

問
題

点

を

明

ら

か

に
す

る
。

調

査
結

果

の
意

味

の
解

釈

は
デ

ー
タ

を
得

た

回
答

者

と
協
議

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
行

う

。

研

究
内

容

は

ケ

ー

ス

リ
ポ

ー
ト

に
ま

と

め

ら

れ

る
。

デ

ー

タ
な

ら

び

に
結

論

の
解

釈

は

対

象

の
個

別

性

に
焦

点

を

お

い
て
な

さ
れ

る
。

そ

し

て
、
結

論

は

真

実

性
、

移

転

可
能

性

、

依

存

性
、

お

よ

び
確

証

性

を

基
準

に
信

頼

性

が
検

討

さ

れ

る
。

マ
ー
ケ

テ

ィ

ン
グ

研

究

の
な

か

で
も
、

現
象

を

人

間

を
中

心

に

主

観

的

側

面

に
焦

点

を

お

い

て

ホ
リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

に
理
解

し

よ
う

と

す

る
試

み

が
増

加

し

て
き

た
。

こ
れ
を

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ス
テ

ィ

ッ

ク

.
ア
プ

ロ
ー

チ
、

な

い
し

は
解

釈

学
的

消

費

者

研

究

と
称

す

る

こ
と

が

で
き

る
。

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ズ

ム
は

ル
ネ

サ

ン
ス
を
契

機

に
発
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「聴 く」 こ との理論 と方法

達

し
、

一
八
世
紀

の
ド

イ

ツ
の
反
啓
蒙
運
動

と
結

び

つ
き
大
き
く

発
展

し
た
人
間
性

の
回
復

の
思
想

で
あ
る
。
知
識

の
真

の
目
的

は

人
間

に
つ
い
て
知

る

こ
と
、

ま
た
社
会

の
歴
史
的
循
環

を
知

る

こ

と

で
あ
る
と
説

か
れ
た
。

そ
し

て
自

己

の
手

に
よ

っ
て
そ

の
内
面

を
探
究
す

る
人
間

の
力

に
信
頼

が
お
か
れ

る
。
社
会
科
学

は
自
然

科
学
と
人
文
科
学

の
中
間

に
位
置

づ
け

る

こ
と

が
で
き

る
。

ヒ

ュ

ー

マ
ニ
ズ

ム
に
基

づ
く
消
費
者
研
究

に
よ

っ
て
消
費
体
験

の
意
義

を
解
明

で
き

る
。
従
来

の
消
費
老
研
究

が
消
費
者
行
動

の
可
視
的

部
分

を
、

自
然
科
学
的
方
法

に
よ
り
解
明

し
た

の
に
対

し
、
消
費

者

の
価
値

や
意
味

な
ど

の
不
可
視
的
部
分

を
表
現

の
方
法

に
焦

点

を
お

い
て
研
究
す

る
領
域

を
消

費
象
徴
論

と
呼

ぶ

こ
と
が
で
き

る
。

解
釈

の
プ

ロ
セ
ス
は

つ
ぎ

の
よ
う

に
分

類

で
き

る
。
ω
観
察

と
面

接

に
よ

る
テ
キ

ス
ト

の
収
集
、

②

テ
キ

ス
ト

の
分
割
、
⑧

サ
ブ

テ

キ

ス
ト

の
作
業
仮
説

と
解
釈

の
形
成
、

傾
全
体

の
解
釈

の
構
成
、

㈲
研
究
者

の
解
釈
な

ら

び
に
代
替
的
解
釈

の
提
示
。

「
面
接

(
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
)
」
の
研
究

は
人
類
学
、

社
会
学
、

心

理
学
な

ど
を
中
心

に
行
わ

れ
て
き
た
。
面
接

は
人
間

の
対
面
的

関

係

に
よ
る
言
語
交
換

を
通

じ
た
情
報

の
収
集

や
問
題

の
解
決

の
方

法

で
あ
り
、
指
示
的
面
接
、
非
指

示
的

面
接
、
半
指
示
的
面
接

が

あ

る
。
指

示
的
面
接

は
標
準
化
面
接
、

非
指
示
的
面
接

は
自
由
面

接
と
も
呼
ば
れ
る
。
面
接

は
サ
イ

エ
ン
ス
よ
り
も

ア
ー
ト
と
し

て

の
側
面

が
強
調

さ
れ
た
結
果
、

理
論
的
探
究

が
十
分
と
は

い
え
な

い
現
状

に
あ

る
。
定

性
調
査
面
接

は
被
面
接
者

の
生
活

世
界

に
関

す

る
記

述

を
収

集

し
、

中

心
的

テ

ー

マ
の
意

味

を

理
解

す

る

こ
と

を

目
的

と

す

る

も

の
で
あ

る
。

面

接

者

は
被

面

接
者

の
発

言

の
曖

昧

さ

や
、

面

接

の
途

中

で

の
説

明

や
意

味

の
変

更

を
容

認

し
、

で

き

る
だ

け
自

由

な
雰

囲

気

の
な

か

で
多

く

の

ニ

ュ
ア

ン

ス
を
得

る

よ
う

に
努

め

る
。

同

一
の
面

接

ガ

イ

ド

を
使

用

し

て
も

面
接

者

の

感

受

性

の
相

違

が
内

容

の
違

い
を

生

む
。

定

性

調

査

面

接

の
プ

ロ

セ

ス
は

つ
ぎ

の
と

お
り

で
あ

る
。

ω

被

面

接
者

の
考

え

や
行
為

な

ど

の
記

述
、

②

被

面
接

者

に
よ

る
関

係

や
意
味

の
発

見

、

㈹

面

接

者

に
よ

る
意

味

の
解

釈

と
被

面

接

者

に
よ

る
確

認

、

ω
完

成

し

た

面

接

の
解

釈

、

⑤

被

面
接

者

に
よ

る
内

容

の
確

認

と
補

充

、

㈲

新

し

い
洞

察

の
形

成
。

ま

た
、

解

釈

学

の
原

理

に
基

づ

く
意

味

解

釈

の
規

範

は

つ
ぎ

の

と

お
り

で

あ

る
。

ω

部

分

と

全
体

を
往

復

す

る
螺

旋

的

解

釈
、

②

意

味

の
内

的

統

一

(
ゲ

シ

ュ
タ

ル
ト
)

の
達

成

、

⑧

部

分

と

全
体

、

も

し
く

は
他

の
テ
キ

ス
ト
と

の
比

較

に

よ

る
内

容

の
確

認
、

ω

テ

キ

ス
ト

の
自

律

性

の
保

持

、

㈲

多

様

な

ニ

ュ
ア

ン
ス

の
把

握
、

⑥

問

い
や
解

釈

の
前

提
条

件

の
確

認

、

⑦
新

し

い

ニ

ュ
ア

ン
ス
や
関

係

の
解

明

に
よ

る
解

釈

の
拡

大

。

定

性

調

査

面

接

は
市

場
調

査

に
お

け

る
深

層

面
接

や
動

機

面

接

と
関

係

が
深

い
。

定

性
調

査

の
た

め

に
面

接
者

と

被
面

接

者

の
協
力

の
も

と

に
行

わ

れ

る
生

活
体

験

の
深

層

を
知

る

た
め

の
面
接

を

ク

リ

エ
イ

テ

ィ

ブ

・
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
と
呼

ぶ
。

こ
れ

は
人
生

が
状

況

の
な

か

に
部
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分

的

に
位

置

づ
け

ら

れ

て

い
る
と

の
哲

学

に
基

礎

を

お
く
。

ク

リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
は
面

接

の
状

況
要

因

に
基

づ

き
、

被

面
接

者

へ
の

ア
プ

ロ
ー
チ

を
柔
軟

に
変

更

し

な

が
ら
進

行

す

る
。

そ

れ

は
被

面

接

者

の
体

験

の

エ
モ
ー

シ

ョ
ナ

ル
な

部

分

を
知

る

の

に
適

し

た
方

法

で
あ

る
。

ク

リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
を

成
功

に
導

く

た

め

に
は

「
聴

く
」

こ
と

へ
の
徹

底

が
必
要

で
あ

る
。

面

接

者

は
被

面

接

者

に
対

し

て
低

位

的

ス
タ

ン

ス
を

と

り
、

感

受

性

と
感

情

移

入

に

よ

っ
て

オ

ー
プ

ン
に
し

か
も
暖

か

い
心
く

ば

り

を
し

な

が
ら

面

接

を
進

め

る
。

し

か

し
過

度

の
従

属

は
面

接

者

が

身

動

き

の
と

れ

な

い
状

態

を
招

く
危

険

性

が

あ

る
。

通
常

の
市

場

調

査

は
代

表

性

を
重

視

し
多

数

の
人

間

を
調

べ

る

が
、

ク
リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン
タ

ビ

ュ
ー

は
む

し

ろ
少

数

の
人
間

の
体

験

を
質

的

に
掘

り

下

げ

て
調

べ

る
。

こ

の
場
合

、

面

接

は
処

理

す

べ
き

手

順

で
は

な

く
、

ひ
と

り

の
人

間

に

つ
い

て

の
真

実

を

知

る
た

め

の
方

法

と
位

置

づ

け

る

こ
と

が

で
き

る
。

被

面

接
者

と

の
対
応

で
は

つ

ぎ

の
諸

点

に
注

意

が
必

要

で

あ

る
。

ω

ヒ

ュ
ー
リ

ス
テ

ィ

ッ
ク

に

面

接

を

進

行

さ

せ

る
、

②

一
体

感

を
醸

成
す

る
、

㈲

誠

実

、
友

好

的
親

密

さ
、

暖

か
さ

に
よ

っ
て
心

の
交

り

に
努

め

る
、

㈲

互

恵
主

義

の
関

係

を
維

持

す

る
、

㈲

結

び

つ
き

は
徐

々
に
強

化

す

る
。

そ

し

て
、

言

葉

に
よ

っ
て
表

現

さ

れ
た
体

験

だ

け

で
は

な

く
、

心

の

深

層

に
隠

さ

れ
た

記

憶

を
知

る

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

調
査

的

面
接

法

に
対

し

て
、

な

ん

ら

か

の
問

題

や
症

状

に
対

す

る
治

療

を

目
的

と

し

て
行

わ

れ

る
面

接

を

臨
床

的

面

接

法

と

呼

ぶ
。

被

面
接

者

の
心

を

つ
か

み
、

そ

れ

を

あ

り

の
ま

ま

に
受

け

と

る

た

め

に
は

つ
ぎ

の
ポ

イ

ン
ト

に
配
慮

す

る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

ω

エ
ン
パ

シ
ー
を
働

か
せ
心

情

を
沈

黙

の
な

か

に
察

す

る
、

②

「
理

解
」

の
本

質

的

意
味

を

知

る

(「
わ

か
ら

な

い
」

こ
と

の
所

在

を

明

ら

か

に
す

る
)
、

㈹

ス
ト

ー

リ

を
読

む

よ
う

に
相

手

の
話

を
時

間

の
な

か

に
配

列

し
直

し

て
聞

く

、

ω

洞
察

と

言
語

化

に
よ

り
面

接

者

の
客

観

的
認

識

を
育

て
る
。

ま

た
、

同
時

に
被

面

接

者

の
身

振

り

や
声

の
調

子

か

ら

も
重

要

な
事

実

が
読

み
と

れ

る
。

こ
の
よ

う

に
被

面

接

者

の
ト

ー

タ

ル
な
表

現

を
全

身

を

あ
げ

て
聴

く

こ
と

が

必
要

で
あ

る
。

人

間

の

「
生

」

に

か
か

わ

る
諸

現
象

を
消

費

者

行

動

の
立

場

で

研

究

す

る
た

め

に

は
、

そ

の
日
常

体

験

に
研
究

者

が
参

与

し
、

観

察

と

面
接

を
行

い
、

厚

い
記

述

を

つ
く

る

こ
と

が
必
要

で
あ

る
。

研
究

者

は
距
離

を

お

い
て
対

象

に
接

す

る

の
で
は

な

く
、

日
常

の

体

験

を
共

有

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
問

題

の
意
味

を
対

象

の
立

場

に

即

し

て
把
握

し
、

専

門

的

知

識

に
裏

づ
け

ら

れ

た
洞

察

を

展

開

す

る
。

日
常

の
諸

現

象

を
自

己

の
体

験

に
転

化

さ

せ

る
た

め

に
は
自

覚

に
よ

る
気

づ
き

と
体

系

的

認

識

へ
の
展

開

が
必
要

で
あ

る
。

そ

の
た

め

に

は
、

日
常

生

活

へ
の
深

い

コ
ミ

ッ
ト

メ

ン
ト
と

知

識

の

蓄

積

が
肝
要

で
あ

る
。

面

接

は
面

接

者

と

被

面
接

者

の
共

同
作

業

に

よ

る
認

識

の
創

造

を
本
質

と

す

る
。

か

か
る
意
味

で
面
接

は

ま

さ

に

「
常

識

と
体

験

の
企

て
」

に
ほ

か
な

ら
な

い
。

そ

の
過

程

に

お

い

て
重

要

で
あ

る

の
は
、

沈

黙

の
な

か

に
相

手

の
心
情

を
察

す
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「聴 く」 ことの理論 と方法

る

エ
ン
パ

シ
i
、

な

ら

び

に
言
語

的

相

互

作

用

で
あ

る
。

日
常

会

話

を
含

む

あ
ら

ゆ

る
面

接

状

況

に

お
け

る
最

大

の
誤

り

は
面

接

者

の
知

識

や
理

解

へ
の
自

己

満

足

で

あ
り
、

こ
れ
は
面

接

の
創

造

的

展
開

(
ク
リ

エ
イ

テ

ィ
ブ

・
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
)

を
破

壊

す

る
結

果

を

招

く
。

面

接

の
基

本

は
相

手

に
自

主

的

に
話

を

さ

せ

る

こ
と

に

あ

り
、

そ

の
た

め

の
広

い
意

味

で

の
雰

囲

気

づ

く

り
、

被

面

接

者

と

の
関

係

の
構

築

と

強

化

が
面

接

者

の
役

割

と

い
え

る
。

謙

虚

な

態

度

で
相

手

の
話

に
耳

を
傾

け

る

こ
と

が
な

に
よ

り

も
大

切

で
あ

っ
て
、

辛

抱

つ

よ
く

聴

き
続

け

る

こ
と
、

感

情

を

わ

か
ち
合

う

.)

と
、

な

ら

び

に
深

い
洞

察

に
よ

る
本
質

的

問

い
か
け

を
行

う

こ
と

に
面

接

者

は

全

身

で
取

り
組

む

こ
と

が
必

要

で
あ

る
。

「
理

解

」

と

は

「
わ

か

ら
な

い
」

こ
と

が
見

え

て
く

る

こ
と

が
本

質

で
あ

っ

て
、

状

況

の
な

か

で

の
理

解

は

あ
く

ま

で
も
仮

説

的

了

解

に
す

ぎ

な

い
。

こ
の
よ

う

に
面

接

は
繊

細

さ

(ユ
Φ
一凶o
碧

く
)

と

専

門

的

知

識

(①
×
℃
Φ
答
一ω
Φ
)

に

よ

っ
て
進
行

す

る
。

「
聴

く
」

こ
と

は

相
手

を

よ

り
深

く

理

解

す

る
方

法

の

一
環

で

あ

る
。

共

有

や
交

り

を

あ

ら

わ
す

.、o
o
ヨ
ヨ
ロ
三
〇
ロ
、.
に
は

同
時

に

内

省

と

い
う

意

味

が

あ

り
、

さ

ら

に
棚

れ
ば
感

謝

の
意

に
通

ず

る
。

日
常

経

験

の
な

か

で

の

「
聴

く

」

こ
と

の
焦

点

は
実

は
自

己

の
内

面

に
あ

る
と

も

い
え

よ

う
。

聴

き

手

は
自

己

抑

制
的

態

度

を

も

っ

て
相

手

の
表

現

を

ト

ー

タ

ル
に
把

握

す

る

こ
と

が

必
要

で

あ

る
。

面

接

は
人

間

の
社

会

生

活

に
普

遍

的

行

為

で
あ

る

た

め
、

「
理
解

」

の
基

礎

理

論

と

し

て
研

究

す

べ
き

領

域

で

あ

る
。

(
一
九

九

〇

、

一
〇
、

三

一
)

(
た

け

い

・
ひ
さ

し
/

経

営

学

部

助

教
授

)
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